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それははしまりなのです

ク リス テ ィ ー ・ハ ンフ リー ズ

12歳の少年 たちと言えば、陽気で物

事に頓着 しない年頃です。彼 らの世界

は結婚や政治などむずか しい責任から

はほど遠い世界です。でも、彼 らは永

遠の結婚への道を歩んでおり、神権の

仕事では、どの国家よりも完全に近い

統治形態のもとにいます。

アロン神権はどんなクラブとも違い

ます。会員券を買えば所属できるとい

うものではありません。ただ免許証の

ように手渡されるものでもあ りません。

アロン神権は按手によって授けられま

す。権能 を持つ 人か ら聖 任 され るので

す。 それは神様 か らの召 しです 。ふ さ

わ しいと きに だけ与 え られ、正 しい権

能に よ って だけ受 けることがで きる も

ので す。

女性 であ る私 は神権 を持て ませ ん。

で も同年代 の少年 た ちに神権 を尊 ぶよ

う励 ま しを与え ることは できます。私

はつつ ま しくして、良い模範 を示 し、

少年 た ちが 集会に必 ず出席 して責 任 を

果 たす ように力づ ける ことです。 この

ようにすれ ば、彼 らはき っと高 い目標

と理想 を掲 げ、義 務 をよ く果たす よ う

にな ることで しょう。私 は今、彼 らに

良い影響 を与え る ことが できます し、

一緒 に進歩 成長す る ことが できます
。

私 に とって アロ ン神権 は、完 全な新 し

い生 き方の は じま りなのです。

私 は良い模 範の ひとつ と して清い生

活 を送 ります 。それ はいつの 日かあの

聖壇 に、 ほか で もな い、永遠の生命 に

向か って一歩 を踏み出す あの 聖壇に 、

ひざまず きたいか らです。聖壇 の向 こ

う側 には、清 くふ さわ しい人 、 自分の

神権 を尊重 す る人 を、と願 ってい ます。

私 は彼 に最 上の もの を持 っても らいた

い、 自分 も最 上 の もの を持 ちた いと

思 います。 ですか ら、今 どこかに いる

未来 の夫に も、同 じこ とをま じめに考

えて いて もらいた いと思 うのです 。正

しい生 活 をすれば 、彼 は執事か ら教師、

そ して祭司 に昇進 し、 もっと高 い メル

ケゼ デ ク神権の 召 しに も進 めます。

ア ロン神権 は生 き生 きと して さわ や

かな 力強 いもの、それ はは じま りなの

です。
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末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会

大 管 長 会

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

N・ エ ル ドン ・ タ ナ ー

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

十 二 使 徒 評 議 員 会

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト ・L・ ス テ イ プ レ ー

リ グ ラ ン ド ・ リチ ャ ー ズ

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー'

ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン

ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

ブ ル ー ス ・R・ マ ツ コ ン キ ー

L・ トム'ペ リー 、

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト

諮 問 委 員 会

ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト

ロバ ー ト ・D・ ヘ イル ズ

0・ レ ス リー ・ス トー ン

も

1976年

〈

5月 号

じ

清 さ を た た え るN・ エル ドン・タナー

執事の力

管理監督 ビクター ・L・ ブラウ ン

未完成の仕事を果たすチャレンジ・

ウ ィ リア ム ・G・ハ ー トレ ー

・・ロ ー ウ ェ ル ・Mlダ ーハ ム ・ジ ュ ニ ア
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質疑応答
「年次地 区集会」新設 さ'る

おくびょうチンカイ

こうふくになったおおさま

ちいさなおともだちへ

バ ー ナ デ ィ ン ・ビ ーテ ィ

マ ーベ ル ・J・ガ ボ ッ ト

おもちゃばこ

マ ー ビ ン ・J・ア シ ュ トン

福祉活動 に占める扶 助協会 の役割 …バーバラ・B・スミス

知恵の泉

入物さが し
「七十入」その歴 史

ジ ョ ン ・A・ ト ゥベ ッ ドネ ス

母親のように

S・デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ

断食と祈 り

ア ー デ ス ・G・カ ッ プ

ロ ーカ ル ・ニ ュー ス

ス ペ ンサ ー ・J・コ ンデ ィ

教 会 誌 編 寒 主 幹 ・

デ ィー ン ・L・ ラー セ ン

国 際 機 関 誌

ラ リー ・ピラー(編 集主 幹)

キャ ロル ・ラーセ ン(編 集副 主幹)

， ロジャー ・ギ リン グ(デ ザ イナー)

「聖 徒 の 道J

八木 沼 修 …(日 本語 コー デ ィネー ター)

聖 徒 の 道5月 号

発行所 末 日聖 徒 イエ ス'・キ リス ト教 会

東京都港 区南麻布5-8-10

配 送 東京 デ ィス トリビュー シ ョン ・

セ ン ター

東京都港 区南麻布5-10-25

定 価 年間予 約1，700円1部150円

海 外予 約1，700円
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清さをたたえる
第一 副管 長N・ エル ドン ・タ ナ ー

「私 た ちは
、 あ なた方 が清 い生活 をす

る ことか らもた らされ る祝福 を忘 れ ない よ うに、 ま

た絶 えず厳格 に貞節 を守 る ように願 う。 この道 に よってのみ

神 の選 り抜 きの賜 が もた らされ、 主の みた まがあ なた方 と共 にい

て下 さるの であ る。 清 い生活 を して いる人 は誉 れ 高 い。彼 は 白 日め ま

ば ゆい太 陽の光 を浴 び なが ら堂 々 と歩 いて行 く。 なぜ な ら、道 徳 的 な弱

点 が ないか らで あ る。彼 には また、 どん な卑 しい中傷 の矢 も届 か な い。 そ

の鎧 には きずが な く、 その高潔 さを疑 う者 はい ないか らであ る。彼 は一

点 の非 難 す る ところ もない生活 を して い る。 また罪が ないので、 その

顔 に恥 を塗 られ る こともな い。彼 は全人類 か ら誉 め た たえ られ尊

敬 され る。非 難 の しようが ないか らであ る。彼 はその少 し も

失わ れ ない清 さの故 に主 の愛 を受 け る。前途 には 昇

栄 が待 って い るので あ る。」

(大 管長会メッセージ1942年10月2日)
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「清 く汚 れの ない若者 はいか に誉 れ高 い ことで あろ う。

天使 の ようであ る。 この よ うな若 者は 、この世 に あっては

尽 きせ ぬ喜 び を、来 たるべ き世に あ っては永遠の 幸福 を得

るので ある。」(大 管長会 、1942年4月6日)

皆さんに、一この人生で何 を得たいと思 うか、この人生で

の最終的な目標は何かとお尋ね したら、皆さんはきっと幸

福になりたい、愛 されたい、尊敬 されたい、そして天の王

国で救いと昇栄 を得たいとお答えになるであろう。いずれ

も崇高な目標であり、だれもが追求すべ きものである。し

か し、ただ求めるだけでは十分ではない。なぜなら人生の

価値あるものは、代価を払って初めて手にすることができ

るか らである。'

道徳的な清 さはこの上なく尊いものである。それは金銀

では買えない。義にかなった生活 をすることが、私たちの

払う代価なのである。従 って、永遠の幸福という何にも換

え難いものを獲得するためには、さらに多くの代価を払わ

なければな らない。ここで、ガラテヤ人に宛てたパウロの

勧告に注目してみよう。パウロはこのように語 っている。

「まちがってはいけない、神は侮 られるようなかたでは

ない。人は自分のまいたもめを、刈 り取ることになる。

すなわち、自分の肉にまく者は、肉から滅びを刈 り取 り、

霊にまく者は、霊か ら永遠のいの ちを刈 り取るであろう。」

(ガラテヤ6：7、8)

道徳的な清 さすなわち貞節は、宗教を信 じる人々の専売

特許ではない。立派な家庭や健全な社会、強大な国家を望

む心ある人であればだれしも当然守 るべき礼儀の規準なの

である。

では、道徳的に清ければどの ような恩恵が もたらされる

のであろうか。そのことについて少 し考えてみよう。私た

ちはまず、慎ましく、清く、汚れのない者には数え切れな

いほどの利点はあっても、不利な点は全 くないことに気づ

く。私たちは決 して自らの行為 を恥 じる必要はない。愛す

る者を悩 ましたり傷つけた りすることもない。また、驚く

ほどの速 さで社会全般に広が りつつある性病に感染するこ

ともない。しか し何にも増して大切なのは、天父の戒めに

徒 順でいられることであろう。

若いふたりが互いに清 く汚れのないことを認め合って、

神殿の聖壇に向かい合えることは、何と麗 しく栄えあるこ

とであろうか。ふた りは相互の信頼と尊敬をいしずえに新

しい家庭を築こうとしている。そして、ふたりの間に誕生

する神の霊の子供は、ふたりが神に仕え、神の戒めを守る

ときに 「地に満つるすべてのもの」を受け継 ぐであろう。

チ ヤニ ング ・ポ ロックは この よ うに述べ てい る。 「世の

すべ ての 人が女性の純 潔 、男性 の高潔 を信 じ、 その ような

生活 を していれ ば、世 界 は大 きく変 わ り、壮麗 な住 み家 と

な るであろ う。」(「 リーダー ズ ・'ダイジ ェス ト」1960年

6月 号P.76)

この 世 はあな た方 が 自らの 力で築 き上 げ・ 自らの力 で生

活 を楽 しむ所 で ある。 この ことを今 、心 して いただ きた い。

世 の誘惑 や苦 難に屈服 しないこ とを決心 す るの は今であ る。

この重要 な問題に対 する あなたの選択 ひとつで 、あなたは

す べての もの を手にす る ことに も失 うことに もなるの であ

る。

私 た ちの教会 には、世 の誘惑 に負 けないで生 きよ うと決

意 してい る選 り抜 きの若 者が大勢 いる。彼 らは近代の啓示

を通 して与 え られた比類 ない約束 を 自らの もの に したいと .

望 んでい る。

「・・… 絶 えず徳 を以て汝 の想 を飾 るべ し
。然 る時は 、汝

の自 ら信 ず ること神の 前 に強 くな りて、……

聖霊 は常 に汝の伴 侶とな り、 … …・汝 の支配 は永 遠の支

配 とな りて強 いらるる ことな く永遠に 汝に流れ込 まん。」

(教義 と聖 約121：45、46)

第2次 世 界大戦 中、教会員の ことを懸念 した大管 長会 は、

不 貞 という攻撃に対 して警告の メ ッセージを出 している。

結 びには次の ようにある。

「私 たちは
、 あなた方が清 い生活 をす る ことか らもた ら

され る祝福 を忘れ ないよ うに 、また絶 えず厳格に 貞節 を守

る ように願 う。 この道 に よってのみ神の 選 り抜 きの 賜が も

た らされ 、主のみ たまが あなた方 と共 にいて下 さるので あ

る。

清い生活 を して いる人は誉れ 高 い。彼 は白 日の まばゆ い

太陽の光 を浴びなが ら堂 々と歩 いて行 く。 なぜな ら、道徳

的な弱点が ないか らであ る。彼 には また、 どんな卑 しい中

傷 の矢 も届 かない。 その鎧 には きずが な く、 その 高潔 さを

疑 う者 はいないか らであ る。彼 は一点 の非難 する ところも

ない生活 を してい る。ま た罪 がないの で、 その顔 に恥 を塗

られ ること もない。 彼は全人類 か ら誉 めた たえ られ尊敬 さ

れる。非 難の しようがないか らで ある。彼 はその少 しも失

われ ない清 さの故 に主の愛 を受 ける。前途 には昇栄 が待 っ

ているの である。」(大 管長会 メ ッセー ジ1942年10月2

1ヨ)

◇ ◇
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記録 の天使の ぼかに 、これ まで教会

で働 いて きた執事 の数 を正確 に数 え る

ことので きる人がい るだろ うか 。 タイ

タス ・ビ リングズ、セ レネス ・バ ー ネ

ッ ト、 ジ ョン ・バー クの3人 が 、回復

された教会 で最 初の執事 に聖任 された

のは、1830年 か ら31年 に かけての こと

である。

統計(1854年 に は95人 の 執事 、1906

年 に は18，000人 、 現在 では約15万 人)

と 回転率(2、3年 執事 と して働 くと

する)と を基 礎に して算 出す ると、内

輪に見積 って も、 これ までに200万 人

以上の執事が聖 任 され たことに なる。

主が 、この末 の時代 に主 の王国 で働 く

執事 をこれ程 多 く召 されたか らには 、

その執事の職 に、非常 に重要 な責 任が

課せ られているに ちが いないの であ る。

執事の時代の心温まる思い出

教会の指導者の多 くは、執事の力に

感動 した経験や、自分が執事の頃の心

暖まる思い出などを記録に書き残 して

いる。1世 紀程前の例を引用 してみよ

う。ジョン ・ス ミスというイギ リス人

の改宗者は、大人になってか ら、 「11

歳のとき、教会に入 り、15歳 のとき

(1851年)執 事に聖任 され、それまで

に感 じたことがない程の力を感 じた」

と回想 している。もう少 し今世紀に近

いものとしては、七十人最高評議員会

会長であったジョージ ・レイノルズ長

老の記録がある。彼も、短期間ではあ

ったが執事として働けたことに感謝の

気持を述べている。
「私が教会で召された数々の責任の

中で、最 も力を尽 くしたものは執事の

職である。

私は集会に出席できる状態の時に、

決 して集会を休んだことはなか った。

礼拝行事の始まる1時 間以上も前に集

会所に行っていることがたびたびであ

った。入口を開け、部屋を整えるため

である。また私は、あらゆる物をきち

んと整理することに非常な喜びを感 じ

ていた。座席のほこりは払ってあるかぐ

夕方にはガス灯に火がついているかな

ど、聖徒たちが気持よく集会に集える

よう、細々した事柄すべ℃を整えたもの

である。私は後にさらに重い責任を与

えられたが、執事の仕事程大きな喜び

と満足感とを与えてくれたものはなか

ったと思 っている。」

もっと最近の例では、前東部諸州伝
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執事の力
.'・即 ジ'冊'"ル''"詫"『

ウ ィ リ ア ム ・G・ ハ ー ト レ ー

肋漁ン.、謝 ～ 鼎 〃軸 泌 ～ ，点幅陶魚 脚'陥 船 卿，・喝漁 福譜 ズ㎜ ㍑蜴'ん轟 盛石`焔 ，鋤 』 　

道部 長の ジ ェー ムズ ・HLモ イル兄弟

が、1940年 代 に書 いた もの があ る。 そ

の 中で彼は 、 自分 が執事の召 しを受 け

てか ら、実際 に振 る舞 いが どれ程 変 わ

ったかを指摘 して いる。監督か ら執事

の召 しにつ いて話が あ った とき、 ジェ

ー ムズ少年は 、 ワー ド部の腕白 た ちと

つ き合 ってい たため、ち ょっとため ら

ったが 、す ぐに それ を引 き受 ける こと

に した。

「私 は しだ いにその腕 白仲 間 とつ き

合 うの を止 める よ うにな り、執事の責

任 を果たす ことに没頭 しま した。 その

ために、監督 が 、 ワー ド部の 中で一番

立派 だ と言 って くれ た程で した。私た

ちは集 会所 の清掃 を しま した。掃 き、

モ ップをか け、 ほこ りを払 い、 ランプ

の油 を入れ 、灯 心 を削 り、火 をと もす

といった、管理 人の仕事 をすべ て しま

した。集 会所 をいつ も整 理 し、出 入口

に気 をつ けま した。…… 私 たちは当番

をきめて集会所 の掃除 を しま したが、

ひん ぱんに順番 が回 ってきま した。で

も、私 はその仕事 を本当 に一生懸命 に

果 た し、 それ 以来 、片 い じにな る こと

も、不信心 にな ること も決 して あ りま

せ んで した。 」

なぜそ うなの だろ うか。 この3つ の

例 を読 みなが ら、 なぜ人 は年 を取 ると

執事 と して働 い た頃 をなつか しく思 う.

の か考 えてみ たい。 この 神権時 代に お

ける執事 の働 きの 歴史 をながめ て見 る

と、 この よ うな思 い出が 生まれ る理 由

と して 、少な くと も3つ の確 か な理 由

が挙 げられ そ うで ある 。交友 、奉仕 、

個 人の成長 がそれ であ る。

交友

モイル部長が言ったように、子供の

標準は、交わる仲間によって決まる。

少年がひとたび執事定員会の中に入る

と、その定員会の仲間たちは、よく一

番仲の良い友達になる。すると、お互

いに良い方に影響 し合うようになる。

そのことは次の出来事の中にうかがえ

る。

ウィリアム ・スマー トは、少年の頃、

遊 び友達と一緒になって、近所の一風

易_.，_鵬 炉〆
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変 わ った未亡 人を怒 らせ ること を日課

に していた。 そんな ある 日、その少年

た ちは皆、執事 に聖任 され た。

「執 事 と しての 自覚 が 、私の心の 中

に多少 とも芽 生え ま した」 とスマ ー ト

兄弟 は 言 っている。 「私 は自分か ら進

んで、 しか も喜ん で、仲 間の執事 と一

緒 にな って、困 ってい る人 々や集会所

の ために 、まきを割 る ようにな りま し

た。」

ある 日、また例に よ って いたず らの

種 を捜 していたその執 事 たちは、 あの

未亡 人の屋敷 の前に集 ま り、今度 はど

んな方法 であの老婦人 を怒 らせ ようか

と相談 を始 めた。 しか し、 この た びの

結論 は、今 まで とは全 く異 な ってい た。

スマー ト兄 弟はその思 い出 を次の よ

うに語 って いる。 「以前 に その 場所 で

会 って以来 、そ こに集 って いる少年の

中に は、 その生 活が いつの間 にか変 わ

うて しま っていた子 もいま した。今 や

聖な る神 権 を持 つ執一事 だ ったの です。」

ひと りの少年 が、い たず らなどや め

て、 あの 婦人の荷 馬車 を山の所 まで引

いて行 って乾燥 したや な ぎの 木 を積 み

込 み、 それ を運 んで来て 、その木 を割

ってま きを作 ってあげ よ うと言い出 し

た。 他の少 年 たちも、彼が冗談 を言 っ

て いるので はない ことがわか ると 、そ

の提 案に心 か ら賛 成 した。

とこ ろが当 の未亡 人は、少年 た ちが

荷馬 車を引 いて行 くの を見 ると、 ひど

い非難 の言葉 を浴 びせ た。それか ら彼

女は隣 家へ駆 け込 むと、あ りったけの

怒 りをま き散 らした。 その古 い荷馬 車

が乾燥 した やな ぎの木 を一 杯に積 んで

戻 って来 た時 に、彼女 はどれ程驚 いた

ことか。 その上 、 ほこ りと汗で汚 れた

少年 たち、 しか もこれ までた びたび彼

女 を悩 ま して きた少年 た ちが、一生 懸

命 に彼女 の ために まき作 りを始め たの

であ る。 彼女は しか り、笑 い、泣 き、

そ して最後 に こ う叫ん だ。 「何 て素晴

らしい子供 た ちなんで しょう。今 まで

私 に してきた ことは、み んな許 してあ

げるわ。」 彼女 も少 年 たちも、 「何か

暗黙 の力 が働い て変 化が起 きた」 こと

を知 って いた。 そ して、 その 目に見 え

ない力 とは、少年 た ちが聖任 の時に授

け られ た新 しい力で あ り精・神 だったの

であ る。

奉仕

執 事 たちは、教会 歴史の ど こを見 て

も、ただ集会 を開 くだ けに甘 ん じて い

る よ うな ことは決 してな く、常 に教会

の重要 な責任 を果 た してい る。教 師 や

祭司 や監督 を助 けて 、数々の有益 な仕

事 を して きた。例 えば1世 紀前に は、

執事の第 一の責 任は 、 ワー ド部の集会

所 の管理 で あった。

「集会 を快適 な ものにす るとい うこ

とに関 しては 、執 事に大 きな責任が あ

る」 と、1874年 に 執事の マー ク ・リン

ゼ イが語 った とい う。 「私 た ちは 、遅

くとも集 会の始 まる1時 間前に 、集会

所 に着 いてい なければ ならない。集会

所 を美 しく、清潔 に、 また暑か らず寒

か らずの状 態にす る こと。…… また聖

餐 の トレイや テーブル や布 を清潔 にす

る こと 、また常時 清潔 な状 態に保 って

お くこと。」
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貧 しい人 々に関心 を払 う ことも、 や

は り、執 事の務 めの大切 な点で ある。

特に断 食の捧 げ物 を集め る ことが そ う

で ある。昔の執事 は 、断 食の捧 げ物 を

集 めるのに 、今 よりもず っ と冒険 を し

たの ではないか と思 う。執 事が ふた り

ずつ組 にな って、父親の荷 馬車 を借 り

て責 任区域 を回 り、一軒一 軒家 を訪ね

て、箱やか ごやびん や包 み をも らって ，

荷 馬車に積 み込 むので ある。現金 は ほ

とん どなか った。例 えば、ユ タ州 プ ロ

ボのふ た りの執 事は 、1903年 に 、断食

の捧 げ物 と して次の よ うな もの を荷馬

車に積み込 んだと記録 してい る。 「べ

一 コン750グ ラム、現金40セ ン ト、果

物1び ん 、干 しぶ どう1袋 、 かき1か

ん、小麦粉16キ ロ」

断食の捧 げ物を集 める以外 にも、執

事た ちは、肉体 労働 を提 供す る ことに

よって 、困 ってい る人 々 を援助 して い

る。家のペ ンキ塗 り、落 ち葉の 掃除、

歩道の雪か き、使い走 りな どである。

次の話は 、今か ら80年 程前の出来 事で 、

執事 たちが 自分の ワー ド部の ふたつの

家族 を助 けた ことが記録 され ている。

「5月10日
、 執事定 員会は 、監督会

の同意 を得 て、あ る姉妹 の ビー ト畑に

集ま った。 その姉妹の 御主人 は最 近亡

くな ったばか りで あった。定員会 で は、

親 戚の助 け も得 て、 総勢68名 が集 ま

り、作業 に取 り掛か った。作業 が終 わ

るまでに、3.5ヘ ク タールの ビー ト畑

を耕 した。 この 作業 によ って 、この姉

妹の家族 は随分と荷が軽 くな った。 こ

の時、姉妹の家 族は 、ひ どくお金 に困

っていたか らであ る。

数 日後、執事 た ちは、今度 は別 の未

亡人の姉妹の 農場 へ出 かけた。 こ こで

もビー ト畑 を数 ヘ クタール耕 した。」

すでに1870年 代 に 、ある監督 た ちは、

聖餐を配 るの を執 事の責任 に していた。

教会全体に わた って 、聖餐 を配 るのが

執事の責任に な ったの は、今世紀 に入

ってか らで ある。 この責 任は、執事 の

果たすべ き責任 が書かれ てい る興 味深

い一覧表の中に 、項 目の ひとつ と して

挙 げ られて いる。 この一 覧表 は、第 一

次世界大戦の頃 、教会 が発行 した もの

である。

断 食の捧 げ物 を集 め る

監督 の メ ッセ ンジヤー と して働 く

聖 餐を配る

未 亡人と老人の ために燃料 を準備 する

貧 しい人 々の面倒 を見 る
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通知書を配る

集会中オルガンに空気を送 り込む

教会の敷地を整備する

墓地の管理を助ける

集会所の中を整理整頓する

集会所の敷地の管理維持にあたる

初等'協会の仕事を助ける

宗教 クラスの仕事を助 ける

案内人と して働く

ボーイスカウ トの仕事 をする

出入口の番をする

特別な連.絡を告げ回る

個人の成長

確かに交友と奉仕を通 じて、執事た

ちは昔も今も、重要な行動型式、態度、

自分たちの宗教の考え方などについて

学んでいる。教会統治の根本原則であ

る管理の職について早くか ら教えられ

る。責任を与えられた執事たちは、そ

れを実行 して、その成果を指導者に報

告 しなければならない。また、困って

いる人々を助 ける時に、思いやりの気

持も養われる。また聖餐を配る時に、

礼拝と尊崇の念が養われ、監督や教会

幹部のために仕事をする時、彼 らに対

する尊敬の気持も生まれる。

それに加えて、執事たちは、その定

員会集会で、正式な福音教育を受ける。

教会の レッスンの手引きができる前の

時代では、その集会をいかに有効に使

うかは、執事 自身の決定に委ね られて

いた。その当時の記録を読むと、定員

会集会をかなり立派に計画 し、中々う

まく運営していた様子がうかがえる。

例えば、1世 紀前の一般的な執事の集

会は、開会の歌、祈 り、前回の記録の

確認、それか ら何か道徳的な話をし、

聖典を読み、歌 を歌う、というもので

あった。またその間、随所に福音の話

を織 り込み、歌い、またしば しば証 を

述べることもあった。

そのためか、思、いがけなく、この よ

うな定員会集会が大きな福音の理解 を

生み出し、公の場で話す勇気や歌の経

験をも与えていた。

1908年 になって初めて、執事定員

会の集会のために、体系的な教科課程

が準備 された。それ以来、何年に もわ

たって、管理監督会が、入念に準備 さ

れた数多くの教科課程と、様々なレッ

スンの手引きを発行 してい るのである。

これらは皆、執事に宗教的な原則と義

しい行ない、すなわち福音の理論とそ

の応用を教えるものである。

執事の仕事には、こうした3つ の特

徴 一 交友、奉仕、個人の成長一 が

あるため、長い間神権の業に携わって

きた年長者 も、執事の時代のことをぐ

感謝の気持で思い起 こすのである。神

権というはしごを執事として働 くこと

か らのぼ り始めた、なつかしい時代な

のである。執事がいなければ教会はか

たわになる。

教会を前進 させているのは、ほかで

もない、神権の力である。そして執事

の力が必要不可欠である。執事の力が

なければ、教会はふたつの点で窮地に

陥ることであろう。まず第1は 、監督

やその他の人々は、執事がするはずの

仕事を自分たちで しなければならなく

なるため、これまで していた仕事の一

部を割かなければならないということ

である。第2は 、恐らくこれが一番大

切なことであろうが、執事の年代層が

もしいなくなれば、2年 後に教師はい

な くなり、4年 で祭司 もいなくなると

いうことである。そ して、10年 か20年

経てば、メルケゼデ ク神権定員会の様

々な役職が、備えのできた、資格ある

成人によって満たされるということも 』

なくなるで'あろう。アロン神権で準備

した人がいないためである。

ブリガム ・ヤングの時代には、執事

や他の アロン神権者たちは教会の足で

あると言われていた。この足がなけれ

ば教会はかたわになってしまうのであ

る。 しかし同時に大切なことは、アロ

ン神権での経験がなければ、少年たち

自身もかたわになって しまうことであ・

る。そのため、執事の力は、教会のた

めにも役立っているし、執事のために

も役立 っているのである。

200万 人の執事。これだけいれば、

交友も、教会の奉仕も、個人の成長も

絶えることはない。そ して、私たちが

それにじっくりと取 り組むとき、数字

の上だけでなく、実際にこれ らの成果

が得られるのである。そしてこのこと

に記録の天使も、私たちの天父も、最

も関心を寄せておられるのである。

写真の背景に使われている記録は、ユ

タ州ハ ンッビルの執事および教師定員

会の議事録の1ペ ージである。この記

録の書かれた当時、デビッド・O'マ

ッケイ大管長は、まだ年若い執事であ

った。



ジ ェラル ド ・ブ ラウ ンは息子 に 、一

見手 に負 えぞ うもないほ ど多 くの まき

を割 る ようチ ヤ レンジ した。 カナ ダの

アルバ ー タ州 カー ドス トンの 見事 に晴

れ上 が った秋の 日の朝の ことで ある。

ピ ック ・ブ ラウ ン少年 は、 こんな 日に

は、 アルバー タの 大草原 に遊 びに出て 、

すが すが しい朝 の大気の 中 で馬 を乗 り

回 したい思い で一 杯 だ った。 しか し、

彼 は父を尊敬 してい た。彼 は父か ら、

同年 代の どの 少年 に も負 けずに た くさ

んのま きを割 る ことを期待 されて い る

ことを知 ってい た。 それは 、父が息子

に与 えた特 別な チ ヤレンジで あった。

それに 、ビ ク タ ー ・リー ・ブ ラ ウ ンも

その ようなチ ャ レンジが好 きで 、真 っ

向か らそれに立 ち向か ったので あ った。

，ブ ラウ ン家 に とって、 まきは調理 の た

めに も暖房 のた めに も必要 な もの で あ

った。 また ピ ックは、 ま き割 りは単な

るチ ヤ レンジで はな く、家 族 を支 える

重荷を分かち合うために必要なことも

知 っていた。彼は、若々しい手に斧を

軽やかに握 りしめて、まきを割 り始め

た。斧を振 り降ろすたびに、ピックは

心の中に何か暖かいものが湧き上がる

のを感 じた。斧 の快い音と、割れたば

かりの丸太のか ぐわしい香 りとは、仕

事の報酬の一部であった。 しかし、最

上の報酬はそれから5時 間近く経った

後、最後の丸太 を割り、全部積み上げ

て しまった時に与えられるのであった。

暖かい気持と疲労感が体に満ち、自分

が立派に仕事 を果たしたことを意識す

るのである。父からの感謝の言葉も同

じように、暖か く、思いやりあふれる

ものであった。そ して父は自分の息子

が大人並の仕事を立派に果たしたこと

に、いささか驚きの色を見せるのであ

った。

ビクター ・L・ ブラウンは、このま

き割りの仕事をしていた頃は、執事定

員会の第一副会長であった。彼は責任

を引き受 け、未完成の仕事を果たすと

いうチ ヤレンジを愛する少年であった。

やがて将来、カー ドス トン出身のこの

若 き執事に、数多くの偉大なチヤレン

ジが与えられることになっていたので

ある。

現在、ビクター ・L・ ブラウンは末

日聖徒イエス ・キ リス ト教会の管理監

督である。また、全世界の アロン神権

と、同年代の若い女性の指導者でもあ

る。愛と理解と誠実さと高潔さとあら

ゆる仕事をな し遂 げたいという絶えざ

る望みとをもって、彼は神の王国の建

設 というチヤレンジにその身をささげ

ている。そして青年男女に、教会員と

してそれぞれの責任 を受け入れるよう、

準備をさせているのである。

ブラウン監督は、1961年9月 に、デ

ビッ ド・0・ マ ッケイ大管長によって、

ジヨン'H'バ ンデンバーグ管理監督

の第二副監督に召 された。その後、19

72年4月9日 、ブラウン監督は、 リー

大管長によって教会の管理監督に任命

された。1972年 以来、他の教会幹部と

同様 、彼は全時間を教会のためにささ

げているのである。

ブラウン監督の平均的な一 日を紹介

してみよう。(も っとも、彼の毎日は

本当の平均的な日など一日としてない

のだが)朝 は5時 半か5時45分 には起

床する。簡単に朝食をすませると、い

つも6時 半には事務所に向かっている。

彼の仕事は通常午前7時 に始まる。そ

して忙 しい日には、昼食を取る時間さ

えないほどである。ブラウン監督は、

ふた りの副監督 とたびたび会合を開き、

また毎週大管長会と会 って、彼の職務

に関する様'々な問題について話 し合う。

彼は、教会の運営の外形的な事柄に

ついて、実に広範な責任を負 っている。

また、アロン神権と若い女性の組織の

仕事に加えて、全世界のアロン神権の

長でもある。ワー ド部の監督が各々の

ワー ド部のアロン神権の長であること

から、教会の全監督の指導者としての

責任も負 っている。また彼は、教会の

医療奉仕プログラムにも責任があり、

また福祉活動プログラムを指導する極

めて重要な仕事 もある。ブラウン監督 ・

と彼の副監督は，教会の什分の一 と献

金を受け取る責任があり、また什分の
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一処理評 議会(教 義 と聖約120章 参

照)の 会員 と して、大管長会 な らびに

十 二使徒 評議員会 と共に会合 す る責任

があ る。管理 監督会事 務局 はまた 、会

員記録に 関する責任が ある。 この遠大

で重い職責 を果たす ために 、ビクター ・

L・ ブ ラウ ン監督 は 、日々その精 力 と

才 能 を傾 けているので ある。

毎 週一回、夜 、ブ ラウ ン監督 は、H・

バ ー ク ・ピー ター ソン副監 督 と共 に 、

アロ ン神権と若 い女性 の組 織の人 々 と

会合 を持つ。ブ ラウン監督 は教会の 若

人 に対 し心か らの深 い愛情 を抱 いてい

る。 そ して彼 らの 福 利 の た め に何

時 間 も費 や して い る。 フ ェザ ー ス

トー ン副監督 の話に よると 、よ くブ ラ

ウン監督 は、教会の青年 男女 か ら、何

か資格 を得 たとか、 問題 を抱 えて いる

など とい う手紙 を受 け取 る と、手 紙 を

半分 も読 まない うちに ポケ ッ トか らハ

ンカチ を取 り出 して、 目にた まった涙

をふいてい るとい うことであ る。 彼は、

この大いな る世代 の若人 をそれ程 誇 り

に思 ってい るの である。 そ して 、彼 ら

の成功 には思い や りと同情 とを示 し、

彼 らの失 敗には 、深 く愛情 あふれ る関

心 を示 してい るの であ る。

ブラウ ン監督 とふた りの副監 督 は、

管理監督会の 関係す る問題 を話 し合 う

ために 、たびた び彼の事 務所 で会合 を

持つ。ふ た りの副監督 は一 様 に、、ブ ラ

ウン監督 には、素晴 らしいユ ーモアの

セ ンスが あること を指摘 してい：る。

しか し平生の ブ ラウ ン監 督 はま じめ

で精 力的 で献 身的な人 である。管理 監

督会 の ピーターソ ン第一副 監督は 、ブ

ラウン監督 につ いて次の よ うに語 って

いる。 「彼 を知 り、 またどんな もの が

彼の心 を打 つか を知 って いる人 々は、

彼が だれ に も増 して献身的 である こと

を知 っています。彼 は本当 に世 界中の

アロ ン神権の 責任 をひ しひ しと感 じて

います。 また若 い女性 に対 して も同 じ

ように強 い気持 を抱 いてい ます 。その

ことを彼は いつ も口に してい るわけで

はあ りませ んが 、その ことで彼 は寝食

を忘れ、悩み 、絶 えず思 いをはせ てい

るの です。彼は休息 をとる時間 もほ と

んどないほ ど、 その仕 事 に打 ち込 んで

います。」

フェザース トー ン副監督 は、彼に つ

いてこう語 ってい る。 「彼 は、だれ に
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も劣 らず自分の職務をよく理解 してい『

ます。私は、ワー ド部の監督たちが、

ブラウン監督が全世界の アロン神権の

長としての仕事を理解 しているように

各々の ワー ド部のアロン神権の長とし

ての役割を理解 してくれたらと願って

います。そうすれば、アロン神権の活

動においても若い女性の活動において

も、これまで教会の歴史で は見 られな

かった程の隆盛が見 られることでしょ

う。」

ブ ラウン監督は数多 くの偉大な指導

性 を具えている。そしてふたりの副監

督はい?も 決まって一番にそれを指摘

する。ピーターソン副監督は、ブラウ

ン監督の耳を傾ける能力について激賞

している。 「ブラウン監督はいつでも

聞 く用意ができています。私はこのこ

とにいつ も驚いています。私は実業界

で数多くの偉大な人々をながめてきま

したが、彼 らが心を固く閉ざす様をし

ばしば見受けました。.しか し、ブラウ

ン監督は、私が会った人の中でも極.め

て精力的で意欲的な人の部類に属 して

いながら、いつでも立ち止って耳 を傾

ける余裕を持 っているのです。」

ブラウン監督は、自分の家族に対 し、

静かな愛情を抱いている。また教会の

若人に対 しても、・大きな愛と献身の気

持を抱いている。ブラウン監督の人柄

を表わすものと して、人々は、決まっ

て同 じふたつの言葉を言う。それは誠

実と高潔である。

夕食 後、 ブラウ ン監督 は、小.さな

かばんを持 って、居 間に向か う。彼

の右手のテーブルに置いて奔る新聞か

業界誌やニュース誌に目を通す。その

後は決まって、自分の仕事に取 りかか

る。ブ ラウン姉妹は、監督が黙々と仕

事を続けている間、同 じ部屋にいて読

書を した り、縫い物を したりしている。

時折彼女は、夫をちらりと見る。常に

心の備えのできた、精力的で、.献身的

な夫がそこにいるのである。彼女は夫

が仕事を している姿を見ながら、夫に

は若人に与える多くの ものがあると思

うのである。

ブラウン姉妹はこう語 っている。
「若い人々の中には、自分には他人に

与 えるものが何もないと心配 している

人がいます。また、気が弱過ぎて、指

導的な地位や責任を受 け入れない人 も

います。 私の夫の 生涯.と信 念 は、そ う

い う人 たちに とって 、助 けにな り、励

みにもなることで しょう。

私は、夫が何か新 しい責任を受ける

たびに、 『なぜ私が選ばれたんだろう?

その仕事には全 く不適任だと思うのに』

・ と言うのを耳に しま した。そうして、

そういう気持を胸に秘めて、夫はその仕

事を始め・るのです。熱意と献身をもっ

て、それに求められる限 りの主の助け

を絶えず求めて始めるのです。

その ようなとき、私は悲喜 こもごも

の気持で夫の努力を見守ることにして

います。夫の努力はある時には受け入

れ られます。そ してある時には、夫が

自分 よりも判断力が優れていると考え

ている人 々からしりぞけられます。 で

も、私は、忍耐と精励とによって最終

的にはその仕事が完成することを知っ

ています。いつも計画通 りに完成する

とは限 りませんが、いつも主のみ心に

かなった方法で完成 します。

ブラウン姉妹はさらに言葉を続ける。
「夫の一番好きな聖句かどうかはわか

りませんが、夫はだれよりも次にあげ

るふたつの聖句の教える原則に近い生

活を していると思います。夫は、第1
・ニーファイ3：7に 書かれでいるニー ・

ファイの言葉 を絶対的に信 じています。
『そこで私ニーファイは、私の父に「私

は主 が命 じたもうたことを行 って 行

う。私は、主が命 じたもうことには、

人がそれを為 しとげるために前以てあ

る方法が備えてあり、それセなくぞば、

主 は何 の命令 も人に下 した まわない こ 圃

とを承知 して いるか らである」 と'言っ

た。 』夫 はまた、教義 と聖約82：10に

あ る主 の約束が 確か な もので ある こと

を よ く知 っ.ています。 『汝 らわが言 う

と ころを行 わ ば、主 な るわれ これ に対

して責任あ り。され ど、汝らわが言 うとこ

ろを行 なわずば汝 ら何 ら約束を受けず。』

このふたつ の確 信 は、私 たちが子供

た ちを導 く上 で大 きな力 を及ぼ し証 と

なって い ます。 同 じこ とが他 の若 い人

々に も言 え るもの と信 じてい ます。」

そ して 、ブ ラウ ン監督 は、世界 の国

々を旅 行 してい ない時には 、夜 を家 族 監

の部屋 で過 ごすの である。緑 色の いす

に座 り、仕事の 完成 に努めなが ら。
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本誌 の解答は問題解決の一助 として与 え られ

た ものであって、教 会の教義 を公式 に宣言す る

ものではない。

「神はすべての人の祈りを

聞いておられるのですか」

解答者 メ リル 兄弟

神はすべての人の祈 りを聞いておられるかという質問に

対 しては、少なくともふたつの異なった解決法がとれる。

そのひとつを、ビルという青年 を例にとって説明 してみよ

う。ビルは非常に頭が良いと評判の青年である。ビル自身

も、自分の思考力と物事 を論理立って説明する能力につい

ては自信を持っている。

ビルは現在、様々な国について研究 している。ある昼下

がり、彼は学校でアジアの諸国についての映画を見ていた

とき、この世にどれ程多くの人間が住んでいるか、また国

々の生活がいかに多種多様であるかを知 り、深い感動 を覚

えた。

彼は考えながら、神は本当にすべての人の祈 りを聞いて

おられるのだろうか、と自問してみた。 しばらく思いにふ

けっていたが、どうしたら、ひとりの御方が一時にあ りと

あらゆる祈 りに耳を傾 けることがおできになるのか、 どう

しても理解できなかった。 「全 く不可能な ことだ。神は天

使たちに、自分の代わ りに聞 く責任を与えておられるに違

いない。」 ビルはこう推測 した。この解答は論理的ではあ

ったが、いささか天父か ら彼の気持が離れるのを禁 じ得な

い。

別の解 決法 を試 みた善良 な青 年 をボブ と して おこう。ボ

ブの両親 は教会員 で あったが、彼 は10代 の半 ばに なるまで

あ ま り教会 に活発 では なか った。 しか しその 頃 、大 きな出

来事が彼 の周辺 に連続 して起 き、そのため に彼の気 持が 福

音の方 へ向 くことにな った。数週 間、読書 と祈 りに没頭 し

たボ ブは、つ いに、キ リス トとモ ル モ ン経 の価 値 について

証 を得 た。ボ ブは、その証 と証 に対 す る忠実 さで 、人々に.

も良 く知 られ るよ うに な った。

ある晩 、 ビル とボブは教会 に関 するい ろい ろな問題 を話

し合 った。 ビル が言 った。 「教会 について ど うして も納 得

で きない ことが ひとつ あるん だ。 それは教会 が あま りに も

盲従 を強 い ることなん だ。 」

「ど うい うことだい」 とボブが尋 ねた。

「うん、例 えば、先 日の 日曜学校 の クラスで、僕 たちは

祈 りについて話 し合 って い.たん だ。 そ こで僕 は、地球上 に

どれ程の数 の人問 がい るか説 明 し、 『多分神 は全部の祈 り

を聞 くことは おできにな らない よ。 だか らだれ か他の者 た

ちに その仕事 をさせ てお られるはず だ』 って言 ったの さ。

する とエ ドワー ズ兄 弟は、僕が 間違 ってい るのか尋 ね ると、
'

彼は た くさんの聖句 を引用 し始 めた とい うわ け さ。 あん な

風に論点 をそ ら して さ。 あれ じゃ、全 くの盲信 だ よ。」

「とても興 味 ある考 え方 だね。で も、僕 はその 盲信 とい

う考え方 には賛成 できな いな。僕 も しば らく前 に、同 じ疑

問につ いて考 えたことが あるんだ。 まず最 初に考 えてみ た

ことは 、主 がそれ につい て何 と言 ってお られ るか とい うこ

となん だ。 教義 と聖 約 を読 んでみた し(教 義と聖約88：62、

63参 照)、 ジ ョン ・テイ ラー大 管長の偉 大な説教 も読んで

みたよ。

『私 た ちは、 これ らの ことに関連 して、頭髪 も皆数 えら

れて お り、天 父の許 しが なけれ ば1羽 のすず め も地に落 ち

る ことはない、 と教 え られ てい る。 そ して 、この 原則 に基

づいて 、イエ スもい くらかの 教え を述 べた ことが記 され て

いる。 イエスは人 々に、求 め よ、そ うすれ ば与 え られるで

あ ろうと教 えて お られる。何 とい うことであ ろうか。地 球

上に は何億 とい う人間が いる とい うのに。 だが、何億 人い

ようが それは全 く関係な いの で ある。で は神 はすべ ての 人

の祈 りを聞 き、答 える ことが おできに なるので あろうか・

また、 これ らの ことにす べて関係 す ることが おで きになる

ので あろ うか。然 り、全 くその通 りで ある。』(ノo〃7π α1

0∫Dゴ3ρoω73θ3「 説教集 」vol.26P.31)

僕 に は聖 典 と生 ける予言 者 についての証 がすで にあ った

ので 、次に知 りたか ったの は 、神 が どの ように祈 りを聞 き、

答 え られ るか とい うことにつ いて もっと理 解す るために、

一体 自分が何 を しな ければ な らないか とい うことだ った ん

だ。

それにつ いてず っと祈 って きたの さ。 そ して、先週の断

食 日曜 日の午後 、教義 と聖 約 の88章 か ら、 キ リ'ストの光 と・

それ が どのよ うに してすべて のものの中に存在 し、すべて

の もの を貫 き通 すのか とい うことにつ いて読 んだん だ。 も

ちろん僕 は天 父が ひど りの御方 であ る こと を知 ってい る。
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しか しこの 聖句 ぞは、その権 威 も霊 も栄光 も影響力 も宇宙

に充 ち満 ちて いて、 ひと りの通路 を造 り出 し、その通 路 を

通 じて、あ らゆる生 ける者 に光 と生 命 とが与 え られ る、 と

教 え られでいた んだ。そ してその ことにつ いて考 えてい た

ときに、どの ように して天 父がその子 供 たち全員 と個 人的 1

な接触 を保 って いけるのか 、わか り始 め たんだ。 そ して、

神 はあ らゆ る人の祈 りを聞 かれ るとい う結論 に達 したの さ。

で も答 えを受 けるためには 、戒めに従 って生活 しなけれ ば

な らない し、神 を求 めな けれ ばな らない けれどね。 だか ら

僕 にはそれが盲信 だとは思 えない な。」

ボブは、大 きな試 しを乗 り越 えたので ある。ハ ロル ド・

B・ リー大管長 が啓 示につ いて言 われた ことと完全 に一致

していた。 リー大管長 は、私 た ちは ラジオの ようなもので

あると言 われた。 もし私 たちの 什分の一 とい う真 空管 がこ

われ た り、道徳的 に清い とい う真空管 が正 しく働 いてい な

か った りする と、私 た ちが主 の送 ってい るメ ッセ ージを受

ける ことは決 してあ りえ ない。そ れ ど ころか、魑別の放送 局

に波調 を合わせ 、それが悪の 側か ら送 られ ている メ ッセー

ジであるに もか かわ らず 、主 か らの メ ッセージ を受 けてい

ると思 い込 む ことさえあ る。

昔の格 言に次の よ うな もの が ある。 簡単 に言 うと、人の

知恵の尺 度 はあ らゆる答 えを知 って いるか どうかでは な く、

正 しい質問'の仕方 を知 って いるか ど うかに ある、とい う こ

とである。

正 しい質問 と は何 で あろ うか。またそれ は祈 り とどのよ

うな関係 に あるの だ ろうか。祈 りとは、神 と人 との交流 で

ある。従 って私 たちが知識 と知 恵 を求 めて祈 ると き、信仰

をもって求め なければな らない。

信仰を もって求 める者 は、断 定 よ りもむ しろ理 解 を求 め

る。 ジ ョセ ブ ・ス ミスが聖書 を勉強 していた とき、 ヤ コブ

書1章5節 を読ん だ。 「あ なたがたの うち、知恵 に不足 し

ている者 があれ ば、その人は 、とが め もせずに惜 しみ な く

すべての人 に与 え る神 に、願 い求め るが よい。 そ うすれ ば

与 え られ るであ ろう。」 ジ ョセブは次の箇 所 も読 んだ。

(私 たちは この部分 を忘れが ちであ る。)「 た だ、疑 わな

いで、信仰を もって願 い求め な さい。」聖 句 は続 いて 、疑

ってかか る人 につ いて次の ように言 ってい る。 「そ うい う

人は、主か ら何か をいただ けるものの よ うに思 うべ きで は

ない。」
'
ボ ブ は質 問の仕方 を知 って いたが 、ビルは知 らなか った。

その違 いはどこにあ るの だ ろうか。 「た だ、疑 わないで 、

信仰 をもって願 い求 めな さい。」 ビル はいかに も断 定的で 、

挑戦的 な質 問を したの であ る。 それは、彼 が これ まで受 け

入れて いた ことに対す る信頼 や信仰・に基づ い た質 問では な

か った。 「そ うい う人 は、主か ら何か をいた だける ものの

ように思 うべ きでは ない。」

ボブ は、断定 よりもむ しろ理解 を求め た。主の言 われた

ことを疑 わず に受 け入 れな さいとい う リー大管長の勧 告に

従 うためには 、信仰 と信頼 が不可 欠であ る。

求める信仰・は、知識 と知 恵 と光 明と をもた らす。

私 は、神が確 かにすべ ての人の祈 りを聞い てお られ ると

確信 してい る。 神 は私 た ちを愛 して お られ、交流 す ること

を願 って お られ る。私 た ちは正 しい質問 の仕方 を学 ぶ必要

が あ り、と りわけ神 に関す ることでは 、断 定で はな く、.理

解 を求 める必要 が ある。『

ロジャー ・メ リル

教会 人事部組織開発 ・養成 マ ネージャー

「夫婦が神殿離婚をした場合
＼どうな

りますか。また.そ の子供たちは来世で

どうなるのですか」

解答者 力 リモ ア長 老

まず最初の質問の 「夫婦が神殿離婚 した場合、どうなり

ますか」ということについてであるが、まず神殿離婚とい

うようなものは存在 しないということを理解する必要があ

る。神殿離婚と言われているものは、実際は、神殿での結

び固めの取 り消 しのことである。夫婦が神殿で結婚 した場

合、ふたりは、市民結婚の法律に関 して合法的に結ばれる

だけでなく、永遠の絆の もとに、今も永世にも結び固めら

れるのである。

法的な離婚の場合は、法の手続 きを踏んで行なわれるが、

夫婦の結び固めに関 しては、大管長の裁下によってのみこ

の婚姻関係を取 り消すことができる。結び固めの取 り消 し

というのが、言わゆる神殿離婚と呼称されているのであ・る。

神殿で結び固めを受けた後に法律上離婚 した場合、その

人は、監督から神殿推薦状 を発行 してもらうためにはあら

か じめ、大管長会によってその身が潔白であることを証明

してもらう必要がある。離婚が大管長会によって認可 され

たら、結 び固めの取 り消 しの申請書を大管長宛に提出する

ことができる。通常、結び固めの取 り消 しを求め るのは女

性の方である。女性は同時にふたりの男性に結び固めを望

む場合、もうひとりの男性と結 び固めを取 り消 さなければ

ならない。

次の質問の 「両親の結び固めが取 り消された場合、その
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子供たちは来世でどうなるのですか」という点については

女性が男性との結び固めを取 り消 した場合でも、子供たち

とその両親との結び固めは取 り消されない、と理解すべ き

である。その子供たちは誓約の下に生まれたからである。

これは生得権の祝福である。彼 らは、その両親に結び固め

られたままの状態で留まり、他のいかなる人とも結び固め

られることはない。その子供たちがだれと絆を保つかとい

う決定については、来世で主が決め られるのである。

誓約の子 として生まれることについて、 「教会指導総合

手引き」に、次の ように述べられている。 「誓約の子は、

他のいかなる人にも結び固められることなく、肉親に属す

る。この規則は、養子縁組、肉親の同意、成人 した子供の

請求、肉親の死亡などで変えられることはない。 」(P・

75)

誓約の子 として生まれることは生得権の祝福であり、ま

た子供が、両親の行為に関係な く、この生涯で日の光栄の

祝福にあずかるにふさわしい生活を した暁には、その生得

権も確固たるものとなり、永遠の血統が保証されるのであ

る。このことを心に留めてお く必要があろう。この生涯で、

福音に従って生活し、この戒めや他のあらゆる戒めを守 っ

たかどうかということが、永遠の生命に至る鍵なので ある。

ジェ ームズ ・A・ カ リモア長老

十二 使徒評議員 会補助

「両親がすでに什分の一を納めたお金

の中から私にお金をくれた場合でも.私

はそのお金に対する什分の一を納めなけ

ればなりませんか」

解答者 ブ ラ ウ ン監 督

教会幹部にこれまで什分の一に関 して数多くの質問が寄

せられてきたたあ、大管長会では、ス テーキ部長、伝道部

長、ワー ド部監督、支部長宛に、1970年3月19臼 付で書簡

を送った。この書簡の中で、これら教会役員に対 して、教

義 と聖約119：3、4に 注意を向けるよう勧告が与えられて

いる。次がその聖句である。
「これを以てわが民が為す什分の一の始めとなすべ し。

かくの如 く什 分の一を納あたる者は、以後毎年彼 らの得 る

全利益の什分の一を納むべ し。これを以て、わが聖なる神

権のためにする彼らの守 るべき永久的定法となす、と主は

言 う。」

「だれもこれ以外のことを述べる権限を持 っている者は

いない。教会員は皆、自分がどれ位主に負債を負っている

かを自ら考えて納めるようにする権利を与えられていると

私たちは考えている。」 しかしなが ら、大管長会は、聖句

に述べ られている 「利益」は 「収入」の意味に解すべきで

あると指摘した。

毎年、年末に全教会員は監督 との什分の一年末面接を受

けるよう勧められている。この面接で監督は、什分の一を

完納 したかどうか会員に尋ねることになっている。

若い人々は、何 をもって収入とすべ きか、またいくら位

什分の一 を納めるべきかということについて疑問がある場

合、祈 りによって解決するか、両親に相談するかすべきで

ある。また監督に助言を求めてもよい。

主は、什分の一 と捧げ物を納める人々に、大いなる祝福

を約束された。マラキ書3章8節 と10節 にその聖句がある。
「人は神の物を盗むことをするだろうか。しか しあなた

がたは、わたしの物を盗んでいる。あなたがたはまた 『ど

うしてわれわれは、あなたの物を盗んでいるのか』と言う。

十分の一と、ささげ物をもってである。

十分の一全部をわたしの倉に携えてきなさい。これをも

ってわたしを試み、わた しが天の窓を開いて、あふるる恵

みを、あなたがたに注ぐか否かを見なさいと、万軍の主は

言われる。」

什分の一 を納めることは、当人と主との間の個人的な問

題である。監督は、主の僕として、その献金 を受け取 り、

処理するだけである。

主に対 して完全に正直であれば、平安が心に宿るであろ

うし、紛れもなく、什分の一を完全に納めることであろう。

全利益(す なわち全収入)の 什分の一を納めるようにと

の主の指示を心に留め、両親と相談 し、什分の一と捧げ物

を納める人々に約束された祝福の ことを考え、その上で自

分 自身で決めていただきたい。

この戒めならびにその他の主のあらゆる戒めに従 って生

活するよう努めている限り、主の 「みたま」が共にあり、

人生の他の決定を下すときも、あなたたちは強められ、導

かれることであろう。

ビ クター ・L・ ブ ラウ ン監督

管理監督
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「年次地区集会」

新設 さる

第1回 目の 「年 次地 区集会 」が 、数週間後 に世界中の

各地区 で開 催 され る。今 までは地 区集会が 各地 区で年2

回 、また補助組織の 年次大会 が年 に一 度、ソル トレー ク・

シテ ィーで開かれ ていたが 、 これ が一 本化 されて 「年 次

地区集会 」 とな り、年に一度 、地 区単位 で開催 され る こ

ととな った。

この会の企画 は大管長会 、十二使 徒評議員 会の指示 の

下 に進 め られ 、承認 を得 た もの である。 この 会では 、神

権 お よび補助組織 関係の 次年 度の年 間ガ イ ドがすべ て提

示 され ることにな って いる。 また、数 々の責 任分野 に お

いて訓練.を受 ける、年に一 度の機会 で もある。

この地区集会 が開催 され ることに より、世界の 各地 域

には最新の情報 が配布 され約1カ 月の うちに全地 区に同

じ情 報が流 される ことにな る。 アルゼ ンチ ンの ブエ ノス

アイ レス、ユ タ州の各 ステ ーキ部、香港 、 スウェーデ ン

の ス トックホル ム、 日本 の東京、その他 どの地 区も、 こ

の6月 に同 じ情報を もとに同 じ訓練が施 され る。な お、

年間 ガイ ドの具体的 な実施 は来 年度(日 本で は1977年4

月)か らとなる。

会 は十二使 徒会地 区代表管理 の下に 行 なわれ る。所 に

よっては教会 幹部地域 担 当管理 役員が 出席す る。十二使

徒会地区代表 は、 ソル トレー ク ・シテ ィーでの4月 の セ

ミナーで大管長な ら研に他の教会幹部から受けた情報を

もとにこの会を進める。

神権 指導者は、教会プログラムや教科課程に加え、基

本的な神権の責任についても訓練を受ける。たとえば、

大祭司グループ リーダーおよび補助は、神殿事業と系図

に関係 した義務について、七十人は伝道に関係 した義務

について、また長老は長老の活発化という重要な分野に

ついて、それぞれ指示 と訓練を受けることになっている。

会は普通、7時 間から長いところでは9時 間にわたっ

て開かれる。内容は、プログラムや教科課程、基本的な

責任についての説明はもちろんの こと、昼には特別な文

化活動 も行 なわれることになっている。㌧文化活動では、

絵画や工芸の展示、音楽、「フォLク ダンスなどの催 し物

が行なわれる。この ため、昼食の時間はかなり長 くとっ
ζ

てある。今回から行なわれるこの新 しい地区集会には、

以前 と異なり、ステーキ部内のすべての神権および補助

組織会長会が参加 し、さらに招待があれば地方部(伝 道

部内)内 の同 じ役職を持つ人々も出席する。各ステーキ

部か らの出席者は以下の通 りである 。ステーキ部長会、

高等評議員、ステーキ部幹部書記、ステーキ部長記;メ

ルケゼデク神権i定員会会長会、グループリーダー(補 助)

監 督 会 、 ワー ド部幹部書記、ワー ド部書記;ス テーキ

部ヤ ングア ダル トおよびスペ シャル インタレス ト評議

会代表(男 女);ス テーキ部スポーッデ ィレクター;ス

テーキ部扶助協会会長会と書記;ス テーキ部初等協会会

長会と書記;ス テーキ部日曜学校会長会、子供 日曜学校

主任、書記;ス テーキ部若い女性デ ィレクター、ア ドバ

イザー、書記。

指導者はよく準備 してこの会に集 うべきである。そう

することによりさらに成長 し、教会員各人に手を差 し伸

べ、教え、証を植ネつけることができる。
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わ た しの 友 だ ち に､ラ 署 オ ンが りを して

い る 人 が い ま した 。 ひ つ じや ブ タ を お そ う

わ る い ラ'イオ ン を うつ の で す 。 あ る 日､そ

の 人 の 家 に行 く と､り ょ う犬 が に わ に つ

な い で あ り ま し た。

｢き ょ う
､こ い つ を う る ん だ。｣

｢な ぜ だ い
。｣

｢ち っ と も い う こ と を きか な い ん だ
。 い

くら お し え て も､ラ イ オ ン を お い か け な い

で､ウ サ ギや シ カ ば か りお い か け る ん だ よ。
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ス ー ジ ー ち ゃ ん

グ レアム･デ ザ ー

つ

スー ジー ち ゃんの か らだは､い ろい ろな か た ち

で､で きて い ます 。

か お はな ん ですか 。● ま るです ね。 くちは な

ん ですか。 みか づ きの よ うなか た ちです ね。 そ う､

み かづ きが た です 。 ぼ う し とブ ラ ウス とス カー ト

は?は い､▲ さん か くです。 は な も､さ ん か

くです ね。 それか らめ をみ て ご らん な さい。

たの しそ うに､キ ラキ ラか がや いて い ます ね。 お

ほ しさ まの よ うです ね。 そ うです。 ★ ★ ほ しが

たです。

スー ジー ちゃ んの む ね に､ド キ､ド キ､ド キ､

とな って い る ものが あ ります。 そ う､し ん ぞ うで

す ね。 しん ぞ うは?は い､,ハ ー トが た です。

くび と うで は､な んで す か。 せ んです ね。

あ しは?_な が しか くです 。 て は?●

た まごが たです。 くつ もお な じです ね。 それ か ら

ボ タンは､■ ま しか く､イ ヤ リン グは､◆ ひ

しが たです。
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1975年10月4日(土)145回 半 期総 大会福 祉部会 にお け る説教

福祉活動に占める

扶助協会の役割

扶 助'協会中央管理会会長

ハ ーハ ラ ・B・ ス ミ ス

扶助協会に活発に参加する姉妹は、家庭における備えの原則や方

法を学ぶことができる。

愛する兄弟姉妹の皆様、地上の主の

子供たちのために、今管理監督会が提

示 した素晴 しい福祉活動の構想を、私

は本当に感謝 しています。私 たちは、

社会の基盤である家庭の重要 さを認識

しています。家族の中に神権者である

父親がいますが、父親は家族を治める

頭であり、管理の責任者です。父親が

家族で行なう活動のおおよそを決め、

それをみんな一緒に協力して発展させ、

みんなの祝福となるように計画するの

です。

私はこの会で、全教会員の半数を占

める女性を代表できることを、うれ し

く思います。私は神権者の手になるこ

の計画が知恵にあふれたものであるこ

とをもう一度はっきり申 し上げ、教会.

の女性 たちはこれか らもこの素晴 しい

福祉活動 を支持 し、この活動のために

努力を重ねてゆくことをお約束致 しま

す。

扶助協会は福祉活動に大変重要な役

割を担 っています。予言者を通 じて与

えられた主の命令によって、扶助協会

は福祉活動の計画、実行 を補佐する務

めを受けてきました。私たちの福祉と

いう管理の職を立派に果たすために、

扶助協会は教会のすべての レベルで神

権者 と共に働きます。扶助協会中央管

理会は管理監督会と共に、またそのよ

うに召 された地域ではステーキ部扶助

協会会長が地域の神権福祉活動指導者

と共に、またステーキ部扶助協会会長

会はステーキ部長会と、ワー ド部扶助

協会会長会はワー ド部監督会と共に働

くのです。

1946年 に開かれた扶助協会大会で、

当時十二使徒であったハロル ド・B・

リー長老が初期の頃のある調査につい

て、話をなさいました。助けが必要な

人々の間に福祉活動の計画が始まった

ばかりの頃のことです。調査の対象に

なった各家庭では、父親の大半があま

り手に職を持たない人たちでした。そ

して母親たちは、ホームメーキングや

家庭管理の技術をあまり使 っていなか

ったので、家にあるものを上手に利用

することができませんで した。それに

自立す るためのいろいろな技術を身に

つけている人はめったにいませんで し

た。(R昭 げεoo勿砂躍召8傭吻 ・「扶助協会

誌」1946年12月 号、p.809-817を 参照)

福祉活動計画の一分野として 「家族

に備えをさせる」という活動を成功 さ

せるには、緊急時に独立独行できると

いう安心感を自分も家族 も確保できる

ように、女性たちが勤勉、倹約、独立、

労働、分別の特質を伸ばすことです。

教会の全家族が 「備えをするように」

というチヤレンジに応えられるよう、

扶助協会 は姉妹たちのために次のこと

に力を入れています。

教育の プログラムを通 じて、どの レ

ッスンでも福祉に関連 した課題を、新

規にあるいは継続 して勉強 します。た

とえば金銭について、家庭について、

時間の管理について、家庭看護につい

てなど。女性が知識や技術 を身につけ

るように手伝うことで、たくさんの問

題が防止され、解決されます。

また、扶助協会役員が 「福祉活動の

手引き」で言われている責任を効果的

に果たすにはどうすればよいかについ

て、ステーキ部やワー ド部の扶助協会

会長会を指導する計画が あります。

さらに、家庭訪問教師が訪問先の家

庭の必要 をもっと敏感につかみ、扶助

協会会長 を通 じて監督に福祉活動を依

頼 した方が良いような場合には、す ぐ

気づいて手を打つことができるように、

入念な指導を行ないます。

地区集会では、扶助協会の部で福祉

活動に多くの時間をさきます。また扶

助協会会員には、福祉活動への参加を

奨励 します。

最近私の もとにひとつの報告があり

ましたが、それによると、教会の中で

扶助'協会と神権者が協力 して地上の主

の息子、娘たちのために働いているこ

とがよくわか ります。

ある冬の寒い日、ふたりの家庭訪問

教師が7一 ド部に引越 してきたばかり

の家庭を訪問 しました。ノックをして

もしばらく返事がありませんでしたが、

もう一度と思 って、2度 、3度 とノッ

クしてみました。

するとやっと、 ドアがほんの少 しだ

け開いて、女性と子供がひとりパジヤ

マを着てコー トにくるまっているのが

見えました。訪問教師は、凍るように、
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寒い家の中に しぶ しぶ通 されました。

訪問教師はその女性にいろいろと尋

ねました。彼女は、墨いやりと理解あ

る態度に心を和 らげ、涙ながらに家族

の状態を打ち明けてくれました。

まだ学生である夫が重病で、病院の

集中管理病棟に入院中なので した。そ
(れまで何年 もかか

って今後の勉学のた

めに夫婦で貯えていたお金は、全部医

療費につぎ込まれました。

燃料の予備もす っか り使い果たした

ので、若い妻と子供はベッドにもぐり

込み、母親は月の残 りを1リ ットルの

ミルクと半分のパンでしのこうとして

いたのです。

訪問教師が援助を申し出ると、姉妹

は、 「夫にはプライ ドがありますから、

お恵みを受けるのは喜ばないで しよう」

と言いま した。

家庭訪問教師たちは、主の福祉計画

は人の自尊心や自立心を奪 うものでに

なく、むしろそれを育てるものだと上

手に説明 しま した。やさしく愛 をもっ

て勧めたおかげで、その若い妻 はやっ

と扶助協会会長に電話するのを承諾 し

てくれました。

やがてすぐに扶・助協会会長 と監督が

その家に着 きました。すぐに燃料が届

けられ、炉に火が入 り、温かい食べ物

が用意され、食料品の リス トが作られ

ました。それから監督が入院中の夫を

見舞い、留守中の家族の世話は心配な

いと励ましま した。神権の祝福 も施さ

れ、若い夫は初めて心の安 らぎを得ま

した。その ときか ら、彼は回復 し始め

ま した。個人の福祉の責任を持っ扶助

協会の教育担当副会長が、彼の妻に、

限られたお金のやりくりについて提案

をし、受けた物質に相当する労働の相

談に乗 りました。

私たちは教会という大家族の中の女

性 として、 「貧 しい人、困っている人

に手を差 し伸べ」、 「家庭の状態を改

善する」 ように教えられています。そ

のような努力を通 じて、援助する人も

される人 も成長するか らです。組織 と

しての扶助協会は、ワー ド部や各家庭

が行なう備えについて、いろいろお手

伝いがで きると思います。私たちは皆

さんと共に努力してまいりたいと思い

ます。

私たちは心と精神と思いと力のすべ

てを尽 くしてこの大きな業に携わると

きに、必ずや喜びが得られることを証

いたします。イエス ・キ リス トのみ名

によって申し上げました。アーメン。

知恵の泉

末日聖徒はだれでも豊かな識見、知恵を持っており、それら

は問題に対する解答や個人的な導きを捜 し求めること、福音の

原則を学び応用すること、経験の積み重ねなどから得られるも
のです。それを他の教会員と分かち合いましょう。下記の宛先

まで原稿をお送 り下さい。〒106東 京都港区南麻布5-10-25

中正堂会館 末日聖徒イエス ・キ リス ト教会翻訳事業部

八木沼修一

平和の贈物
「私たちは自らを与えることのできる状態に整えて初め

て互いに捧げ合うことができる。罪のかせに縛られた夫は

自らを妻に捧 げることはできない。彼には与 え得る自分と

いうものがないか らである。 また、憎 しみの奴隷になって

いる妻は、自らを夫に捧げることができない。さらに正義

や心の平和 を身につけていない親は、それを子供に教える

ことはできないのである。

心の平和 を得る最良の方法 は、 「平和の君」に従うこと

である。善良なキリス ト教徒が完全な者となるためには良

心を汚れないものとしなければならない。神の教えを秩序

立ててよく理解 し、それに 自らを正 しく専念させることに

よって私たちは肉体的快楽をはるかに超越 した平和 と安 ら

ぎを心の奥底に湧き立たせることができる。平和と善意は、

この世の喜 びの中で最も快いものの ひとつである。幸いに

も、平和は貧者、富者を問わず容易に与えられる。社会か

ら見捨てられた人 も社会の指導者と同様 自由に平和 を手に

することができる。また、謙遜な市民も国家の最高権力者 ・

と同等の平和を得ることができるのである。

ス タ ー リ ン グ ・W・ シ ル

(「 ク リス マ ス 講i和 」Dεse7e彦BooゐCoηPα η〃，

1973pp.』57、26.)
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親 しく相まみえ
「つい先頃まで、私たちは私たちの長兄と天父のお二方

についてよく知っていた。私たちは地上の生活に入る時が

近づいていることを知り、老の生活を通じて御二方 と同 じ

完き喜 びが得 られることを知って喜んだ。私たちはもう待

ち切れずに天父と私たちの兄弟、主に、私 たちがどんなに御
二方を愛 しているか、また この世でのサタンの妨害を物 と

もせずどのようにして従順になろうとしているかを証明 し

た。

今、私たちはこの地上 に生を受けている。記憶 はベール

をかぶったまま。 自分に何ができるか神と自らに証明 して

いる。従 って、私たちが幕を通 り抜けたときも、私たちが ・

天父をどんなによく知 り、そのみ顔がどんなによく・見慣れ
たみ顔であるかに気づくだけで、私たちを驚かせるものは

何もない。また、ブ リガム ・ヤング大管長が語っているよ

うに、私たちはこの地上でなぜあの ように愚かなことをし

てしまったのかと不思議に思うだろう。

神は私たちを愛 しておられる。また私たちを見守 り、私

たちの成功を望んでおられる。そして、神が私たち一人一

人の永遠の幸福のためになされなかったことは ただの一つ

もないことをいつの日か、知るであろう。もしそのことが

わかってさえいれば、私たちを助けようとしている天の軍

勢がいることもわかるに違いない。今私たちに彼らを思い

出すことはできないが、天の友は私たちの勝利を切望 して
いるのである。今日は私たちに何ができるかを示す日であ

る。毎日、毎時間、一瞬一瞬、私たちはどのような生活、

どのような犠牲を神に示すことができるだろうか。もし私

たちが自己のすべてを捧げるなら、至高者か らすべての も

のを受けることができるであろう。」(十二使徒評議員会会

長 エズラ ・タフ ト・ベ ンソン，BYU週 例集会での説教

1974年12月10日)

'
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正解

聖書モルモン経

1.サウロ(パウロ)息子アルマとモーサヤの息子たち

(使徒9：1-6)(モーサヤ27：8-19)

2.ダビデモルモン

(サムエル上18：5)(モルモン2：1、2)

3.ノアリーハイ、ニーファイ

(創世7-8章)(1ニーファイ1：18;17-18章)

4.アブラハムリーハイ

(創世12：1-5)(IIニーフアイ2：4;18：8)

5.ヤコブ(イスラリーハイ

エル)(IIニーファイ1-4章)

(創世49章)

6。パウロモルモン

(1コリント13章)(モロナイ7章)

7.イザヤ、エレミヤリーハイ、多くの予言者

(イザヤ39：5-7)(1ニーファイ1：4、!3)

(エレミヤ21：3-10)

8。パウロ息子アルマ

(使徒13-38章彼の(アルマ5-16、29-35章)

書簡を参照)

9.イエスニーファイ

(マタイ26：36ヨ(ヒラマン7：10、i1)

ノ＼ネ18：!、2)

10.ダビデコリアントメル

(サムエル上17：40(イテル15：29-31)

一57)

11.シャデラク、メアビナダイ

シャク、アベデネゴ(モーサヤ17章)

(ダニエル3：8-30)

12.ギデオン(エル父アルマ

バアル)(モーサヤ23;6-14)

(=±=自市8：22、23)

13.モーセアンモン

(出エジプ1・3一(モーサヤ7-8、22章)

14章)

14.パロシズ、コリアントメル

(出エジプト14：23(イテル14-15章)
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「七 十 入 」 その歴史

七十人最高評議員会会員

S●デ ルワ ース ・ヤ ング

1975年10月3日 金曜 日、 ソル トレー

ク ・シテ ィーの タバ ナ クル に おいて、

私 たちは、第145回 半期 総大会 の開会

を告 げるスペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

大管長の 声を聞い た。

その朝 の模様は世 界各地 に放 送 され 、

大勢の人 々が大管長の 劇的 な発表 を聞

いたの であ った。 またその発表 は深夜

に も再 び放送 され た。

「本 日私 た ちは
、4名 の新 しい教会

幹部の召 しを発表 します。彼 らは主の

み業の中 で特 に伝道の業 に携 わる こと

に な ります。

ジーン ・R・ ク ック長 老は 、七 十人

最高評議員会 会員に なる予定 です。 ま

た、七十人第一 定員会が組 織 される予

定です。 この 定員会 には将 来70名 の会

員が召 され 、7名 か ら成 る会長会 が管

理す ることにな ります。

本 日、3名 の 兄弟が七十 人第一 定員

会に召 され る ことに なってい ます。・・…

チ ヤール ズ ・A・ デ ィデ ィア兄 弟、…・・

ウィ リアム ・ロ ウセル ・ブ ラ ッ ドブ オ

ー ド兄弟 、・…・ジ ョー ジ ・バ トリック ・

リー兄弟の3名 です。

この定員会 には、総計70名 に なるま

で今後 も会員が召 され る ことに なって

いる。 この3名 の新 しい定員 会会 員は、

各地 か ら召 され た七十人 であ って 、教

会幹 部とな る。

最初の 七十人第一 定員会 が組織 され

たの は、今か ら140年 も前の ことであ

る。 この 定員会 が初 めて組織 され た当

時 も、やは り同様 に劇的で あ り、異例

の ことで あった。

1835年2月7日 の ことである。予言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは、通常 の教会の

集会 を終 え、 自宅 へ向か った。 ジ ョセ

ブ ・ヤ ングとブ リガム ・ヤ ング も一 緒

で あった 。ふた りは、予言者の家 に招

か れて、歌 を歌 うことにな ってい た。

ヤ ング家の この 兄弟の 歌は非常 に素晴

ら しく、この 兄弟の デュエ ッ トは、予

言 者の お気 に入 りだ った。

この 口、予 言者 はブ リガ ム ・ヤ ング

に、次の 日曜 日す なわ ち2月14日 に 集

会 を召集す る こと を伝 え た。 また十二

使徒 会 を組織 するつ も りで ある ことも

話 した。 それ か ら予言 者 は しば らくの

間十 二使徒会の 組織 につい て説 明 した

後 、ブ リガムに 、彼 も十二使 徒の ひと

りに召 される予定 であ ると告 げた。 そ

れか らジ ョセ ブ ・ヤ ングの方 を向 くと、

「あなたは七十人 の会長 にな ります」

と言 った。

救 い主が 「別 に七 十人 」をつか わ さ

4 臨
ディディア長老

伽調

れて以来 、 「七十 人」 とい う言葉 の意

味が説 明 され たの は 、この時が初 めて

の ことであ る。

予言 者は さ らに、 この十 二使徒 と七

十人 は、 シオ ンの 陣営の 忠実 な会 員の

中か ら選 ばれ る ことに な ってい ると言

った。 これ らの人 々は 、主 の み 前 に

その捧 げ物が受 け入 れ られ た人 々であ

った。必要 と あ らば、 シオ ンの地の贈

いのた めに、その生 命 をも捧 げた人 々

であ った。

その年の 春に開 かれ た一連 の集会 に

おいて 、七十 人定員会 が組織 され た。

しか し、定 員会の組織 や、その組織 を

管 理す る神権 の権能 の点で誤 解が生 じ

た。 ここで問題 を起 こした人 々は 、他

の キ リス ト教 団体か ら改宗 して来 たば

か りの人 々である。

大 祭司 たちと、定員会 の会長 に召 さ

れ た七十人 た ちの間 で、神権の 権能 に

つ いて一大論争 が起 こ った。 こ う した

論争 の結果 、予 言者 は七 十人定 員会の

会長 会か ら6名 の会長 を解任 し、彼 ら

をかつて所属 して いた大 祭司 定 員会に

戻 した。 そ して ジ ョセブ ・ヤ ングだ け

が その評議員会 に残留 し、彼 は先任会

長 とな って 、次に召 された6名 と共に

働 いた。 ジ ョン ・グール ド、 ジ ェーム

ブラッ ドフォー ド長老 リー長老
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ズ ・フ オス ター 、ダニエル ・S・ マ イ

ルズ、 ジ ョサ イア ・バ ターフ ィール ド、

サモ ン ・ジー、 ジ ョン ・ゲ イロー ドの

6名 で ある。

ジ ョセブ ・ス ミスは存命 中に 、七十

人定員会 を3つ 半組 織 した。第2、 第

3、 および第4定 員会 の半分 は共 に会長

な しで組織 され た。第一定 員会の会 長

た ちが 、第一定員会 もその他 の定 員会

も同様 に管 理 したの で ある。

1845年 、 予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの

死後 、十 二使徒定 員会 は七十人 を再組

織 した。全部 で10の 定員会 が組織 され 、

35歳 以下 の長老 た ちの 中か らその 会員

が召 された。 また各 々の 定員会の 会長

は、第一 定員会 の63名 の会員の 中か ら

選 ばれ た。

この 結果 、最 初の7名 の会長 は第一

定員会 と他の すべての七 十人 を管 理す

ることに な り、第一定 員会 にいた63名

の会 員 は、9つ の定員 会 に分 割 され た

の で あった。また 、第 一定員 会の会合

が必 要 な時は、 この9つ の定 員会の会

長 た ちが集 ま って第 一定員会 を再構成

する ことが了解 された。

この後 、聖徒 た ちは西 部へ移動 した。

これ ら10の 定 員会の会員 たちも、それ
ゆ

それ定住地 を求めて新夫地へ散って行

った。そのためにどの定員会も、会員

を集めて集会を開 くことが不可能 とな

った。当時は、ひとつの定員会から他

の定員会へ会員の籍を移せなか ったか

らである。'

1883年 にジョン ・テイラー大管長は、

全部の定員会 を組織 し直 した。テ イ

ラー大管長は、ステーキ部にそれぞれ

定員会を設け、自分の 居住するステー

キ部の定員会に所属するよう七十人全

員に指示 を出 した。

さらにテイラー大管長は、第一定員

会の会合を開 く必要が生 じた場合、最

初に組織された63の 定員会の先任会長

が集まって第一定員会を構成すること

を指示 した。しか し、テイラー大管長

の時代も、その後 も、この取 り決めが

実際に発効 したことは一度 もなかった。

時代が進んでも、第一定員会は特に

・必要とはされなかった。定員会を構成

するきっかけとなった1835年 の啓示に

は、次のように書かれている。

「また、福音を説き異邦人と全世界

の人々に対する特別の証人たらんがた

め 『七十人』召 さる。すなわちかくの

如 くこの者たちの天職に就ける義務は、

教会に於ける他の職員 らの義務と異る

な り。

またこの 『七十人』は、今挙げたる

十二人の特別なる証人、すなわち十二

使徒と等しき権能を有する定員会を構

成す。」(教 義と聖約107：25、26)

当時、教会組織は極めて小さかった

ため、十二使徒会を援助する必要がな

かった。また定員会に所属 していなく

ても伝道に召される人もあった。 伝道

部を組織し、改宗者を得 ることが、そ

の第一の目的だったのである。

十二使徒を助ける必要が特別なかっ

たため、何年にもわたって第一定員会

は組織されずにいた。1930年 代まで、

ステーキ部の四半期大会には教会幹部

をふたりずつ派遣することが慣例であ

ったことから考えても、このことはう

なづけるであろう。大管長会や十二使

徒会の会員が、補助組織の 会長を務め

たこともあった。

しか しここ30年間の教会の発展は驚

異的なものである。 ステーキ部と伝道

部の会員数が激増したため、明 らかに

もっと多くの教会幹部が必要となった。

ステーキ部の指導監督を助けるため、

十二使徒補助が召されている。これら

の重要な役職にある人々は、伝道部に

おいてもその指導監督を助けている。

伝道部もやは り増加 してきたためであ

る。

大管長会や十二使徒評議会がどの よ

うな助けを必要としているかという点

に関 して、大管長会からはっきりと定

義してもらう必要があった。

現在、多大の努力を払って、み業 を

押 し進める時が来たζとは確 か で あ

る。

1975年 の春に、30以上の伝道部が増設

された。そして宣教師に召 された人の

数 も飛 躍 的に増加 した 。今 日、伝

道部の数は133を 数え、宣教師の総数

は21，000名 以上にも及ぶ。(こ の中に

は、数万人のステーキ部宣教師は含ま

れていない。)近 い将来、伝道部にお

いても宣教師においても、さらに劇的

な隆盛が見込まれている。

スペンサー ・W・ キンボール大管長

は、私たちがどのように努力 しなけれ

ばならないかを指摘 した。私 たちは、

「歩みを早め」、努力を重ねなければ

ならない。他の人々に警告 しなければ

ならない。それを受け入れてもらうに

は、まずそのメッセージを伝えなけれ

ばならないのである。

若人たちは、清い生活を送 り、伝道

に出ることを、教会活動の一環と考え

るよう教えられている。伝道と大学で

はどちらの益が大きいかなどとは考え

ない。伝道に出て、その後大学へ行く

ことが望ましいのである。

どの時代にあっても、大管長は皆、

自分の責任について深 く考え、教会の

組織機構に手を加えてきた。霊感を受

けて、なすべきことを最善の方法で成

し遂げることができるよう、組織を変

えてきたのである。これは、現代の啓

示という考え方 と完全に調和 している。

簡潔に言 うと、現代の啓示とは、生

ける予言者に現在与えられる啓示であ

る。予言者は、旧来の組織に拘束され

ることはない。旧来の組織 は、1830年、

1840年 、1870年 、あるいは1950年 当時

の教会に合っていたに過ぎないのであ

る。

万一、生ける予言者が、世界や教会

の変化に即応できないとすれば私たち

は古代 イスラエル人のように束縛され

た状態になることであろう。古代イス

ラエル人は、モーセの制定 した規則か

らそれることはできないと信 じていた

のである。その結果彼 らは、1，000年

後の生活には全く不つりあいな社会条

件の中で生活することになったのであ

る。

大管長会と十二使徒会は、今日の必

要を満たすため、七十人を治める啓示

に添った七十人第一定員会を組織した。

必要に応 じて、定員会はその会員数

を、啓示通 りの総計70名 になるまで増

していくことだろう。そして、さらに

必要 とあらば、予言者が断を下 して、

み業を果たすに必要な第二、第三の定

員会が組織 されることだろ う。そして、

教会は予言を成就 し、神の王国は全地

に満ちるのである。
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母親のように
ア ー デ ス ・G・ カ ツ ブ

「ステーキ部長に言われて来たのです。あなたもお子 さ

んがおられないので、私の問題をわかって下さるで しょう

とのことで した。」家の玄関に立って話す彼女の口調か ら

残念でたまらない気持がよくわか りました。そのとき私た

ちは一面識もありませんで したが、悩む心の表に現われた

嘆きは、それと知ることができま した。それからの数時間

彼女は心の思いを私に打 ち明けて下さいました。子供 を持

つという祝福が与えられないことを話す彼女の 目からは涙

があふれていました。

来たときは見ず知らずの人で したが、心を割 って自分の

問題を話 し合ううちに私たちは実の姉妹のようにな りまし

た。私は、ステーキ部長が霊感を受けてその心やさしい若

婦人を私のところへ紹介 して下さったことを感謝 しました。

彼女は帰るときに、振 り返 って私を見つめま した。一瞬沈

黙があってから、彼女はうれ しそ うに言いま した。 「ステ
ーキ部長は正 しかったですわ。あなたは私の気持をわかっ

て下 さいました。どうもありがとうございます。」

私は人の重荷を軽 くしてあげられて幸せでした。彼女の

問題を理解できたのですから。玄関を出て、角を曲がって

消えていく彼女の姿 を見つめながら、私 はいつか聞いた十

二使徒補助のニール ・A・ マ ックスウェル長老の言葉を思

い出 しました。

「私たちはこの狭い海路 を無事に航海 しているが、私た

ちのまわりには、遭難 しかけている船やすでに遭難 してし

まった船があ、る。 しか しその船も私たちの船の灯で自分の
道 を見つけることができる。」(ブ リガム ・ヤング大学で

行なわれたファイアサイ ドでの説教 より)

実を言えば、私は自分の人生に暗黒の霧がたちこめたと

きに、いつもこのような理解が、つまりその灯が得 られた

わけではありません。でも、その ような霧 も私 たちの人生

には必要なのです。 「動揺や困難、誘惑、不安といった状

態はある。しか し、それが人生を意義深いものとする一要

素であることは事実である。そのような状態にあってこそ

本当の霊的成長への道を探求 し、希求 し、目的に到達 し得

るか らである。」(ブ ルース ・C・ ヘイブン、ブ リガム ・

ヤング大学准教授)そ れは私たちに可能なことです。でも

私はこれまでに何回も、できるのか しらと本当に疑いまし

た。

私の動揺する心が よくわかるのは、数年前の日曜の朝の

出来事です。日曜学校は楽 しいものですが、母の 日だけは

違いました。私は母親でないので、悲 しい気持で した。で

もその年は、きっと違うと自分に言い聞かせたのです。

集会の間に、母親は全員立つように言われ、花をひとつ

ずつプ レゼ ントされました。オルガ ンが低 く流れて、少女

た ちが通路 を前 か ら後 ろへ1列 ずつ小 さなベ ゴニ アの 鉢植

え を、 まだ立 ってい る母 親た ちにあ げなが ら静かに歩 いて

きま した。私 は今年 こそ、き っと今年 こそは涙 を見せ まい

と誓 ってい ま した。で も、母親 たちが ひと りずつ小 さなプ

レゼ ン トを受 け取 って、少女 た ちが私 の列 に近 づい て くる

につれ 、それま で何 度 も味 わ った あの 気持が よみが えって

きたのです 。日曜学校 に来 なければ よか った、母の 日だけ

は…… と思 いま した。

鉢植 えのか わいい花 は全部の 列に まわ り、 もうひとつの

花 が渡 され ます 。耳なれ た ささやきが また聞 こえ ま した。

「さあ
、行 って。 いただ きな さい。 あなたが受 けて いいの

よ。」 そのと き、ぎ ゅっと握 り しめた私の両手 に小 さな鉢

を押 しつ けて、 だれ かが ささや きま した。 「あなたは お母

さんみ たい!」 と。

集 会が終 りま した。私 は後 ろの ドアか ら早 く出 よ うと し

たの ですが 、前 を人 や物 でふ さがれ てい るよ うで 、 もう目

の前の ものが何 か見わ けがつ きませ んで した。涙で見 えな

くなっていたの です。私 は 「泣いて はだめ。 模範 を示 さな

くち ゃだめ」 と、 自分に言 い聞かせ ま した。 でも私の耳 に

は、 「あなた はお母 さん みたい」と い う言葉が こだ ま して

いま した。手 に は小 さなベ ゴニ アの重 みがず っ しりとこた

えて、私 をあ ざけるかの ようで した。

その年 も、や っぱ り同 じで した。 「時が たて ばどんな傷

も癒 え る」 とい うことわ ざを考 えてみ ま したが 、何年 た っ

て も傷 は癒 えませ ん。私 はま だ苦悩 か ら抜 け出せず 、心は

傷つ いてい ま した。 そ して、いつ も心 を悩 ま して いる疑問

が次第 に大 き くふ くらん で、爆発 しそ うで した。私 と永遠

の 伴侶 は、生め よ、ふえ よ、地に満 ち よ、 そ して子孫 を得

て喜べ とい う命令 を与 え られなか ったのか しら。子供 は生

まれな いの か しら。喜 びは ないのか しら、 と。

私 は、教会 か らほんの数丁の 家へ急 ぎま した。で も寂 し

さはそ こに もこだ ま してい ま した。心 を込め て用 意 して あ

る、で もた ったふたつの 皿 だけの夕食の テーブ ルか ら、私

は目をそむ けま した。 それ と別の 日、私 はま たも っとつ ら

い思 いに耐 えることに な ったの で した。

1週 間後の こと、近所 では見 かけな い小 さな男の子 が、

寡の ドアをノ1ックレま した。私 が戸 をあ けると、彼は一心

に私 を見上 げて、 「おば さん ちの坊や と外で い っしょに遊

んで いい?」 と聞 きま した。

私 は全身が寒 けだつ よ うな気 が して 、かすれ た声で やっ

と返事 しま した。 「坊 やはい ないの よ。 」

その子 は不審 げに聞 きま した。 ドおば さん 、お母 さん じ

やな いの?」

私 はぶ っきらぼ うに 、 「そ う、違 うの 」 と言 いま した。
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少年 はまだわか らないとい う様 子で 、子供 らしい無邪 気

さか ら、私が それ まで口にす るの を恐 れて きた質問 をあび

せま した。 「お母 さんでない んな ら、 じゃあ、おば さん、

なあに?」

私 は子供 が帰 ってか ら、心の 底か ら叫 びま した。 「愛 す

る神様 、母 親でな いのな ら、私 は一体 何者 ですか」 と。 そ

して また、あの疑 問を。夫 と私 に対 して はどんな計画 をお

持 ちなの ですか。私 た ちに何 をさせ よ うとお思 いです か。

友人 た ちの幾人か は養子 を迎 え て、親の喜 びを味 わ って

いま した。その子 た ちは実の 子で はないが 、ま さに実 の子

の よ うで したb聖 なる神権の 結 び固めに よ って、子供 た ち

は永遠の 家族 とな ったのです 。

私 た ちも養子 を迎 えた いと思い ま した。私 た ちは養 子縁

組が神 のみ 旨か ど うか を知 るた めに、た びた び断 食と祈 り

を しま したが 、聖 典に言 われて いる ような心 の鈍 くなる感

じが したのです 。

「され ど見 よ、われ汝 に告 ぐ、汝心の中 に よく思 い計 り、

その後願 うこと もし正 しか らば汝 願わ ざるべか らず。 願 う

こと正 しか らば、その時 われ汝の 心を内 に燃 や さん。 これ

に よりて汝 にその正 しきを感 ぜ しむ。 され ども し願 うとこ

ろ正 しか らずば、かか る感 な く して汝の心 は次第 に鈍 くな

り……」(教 義と聖約9：8、9)

で も どう して、私 た ちが あんなに聖霊の 確証 を求めて い

たと きに心 が鈍 くなったの で しょうか。私 たちは、聖霊か

らは いとい う答えが得 られ るよ うに、信仰を 強 くした いと

思い ま した。やが てや っと 、ひとつの返事 が来 ま した。

「心 をつ くして主に信 頼せ よ、 自分の知 識に た よって は

な らな い。すべての道 で主 を認 め よ、そ うすれ ば、主 はあ

なたの道 をま っす ぐに され る。 」 .(箴 言3：5)こ と 新 し

い聖句 ではあ りませ んで したが、それ が私 たちの祈 りの答

えなので した。

いろいろな思いが 、次 々と浮 かんで きま した。主イェス ・

キ リス トへの信仰、 それ は福音 の第一原 則で はなか ったか

しら。すべ てが主の よ しとされる ときに実現す るとい う信

仰。

私 はその 気持を夫の ヒーバ ーに話 した くて たま りませ ん

で した。 いつ もどん なに遅 くな って も、夫が集会 か ら帰 っ

て来 るまで起 きて待 ってい ま したが、 それは 、その ような

ふた り一緒の 時間が とて も貴重 だ ったか らで す。忠実 な夫

が神様の神権 を持 って召 しを一 生懸命果 た している家庭 に

は無限の力の 貯蔵庫が あ って、妻は そこか ら力を得 る こと

がで きます 。私は その晩 、神様 の声 を告 げる夫 を通 じて、

別の祝福 を受 けたいと思 ってい ま した。私 た ちは信仰 を強

め られて、今度 こそ私 たちについての 神様の み こころがわ
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か る と思 いま した。

ヒーバ ー は私が話 したが って いるの を察 して くれま した。

話の後 で彼 は私 を慰 め、祝福 を与 えて くれ ま した。

主の霊感 に導か れて 、私 た ちふた りは共 々、人生 でめ ざ

すべ き方 向を見出 しま した。私 たちは、デ ビ ッ ド・0・ マ

ッケ イ大管 長の 「人生の最 も貴 い目的は 、人の人生 を幸福

に しよ うと努め ることで ある」と い う言葉 を思い出 したの.

で す。夫 は私 を祝福 した中 で こう言 いま した。 「あなたは

愛 すべ き子 供 を持つ必 要 はあ りませ ん。愛 は所 有す る こと

では あ りません し、所 有す ることが必 ず しも愛 す ることで

はあ りませ ん。世 間には 、愛 され 、導 かれ 、教 え られ、高

め られ 、霊 感 を受 けるべ き人 がた くさんい ます 。」

そ して最後 に予言者 ジ ョセブ ・フ ィールデ ィング ・ス ミ ・

スの言葉 を一 緒に 読 み返 しま した。 「ふ さわ しい人が他 の

人には容易 に与 え られて いる祝 福 をこの 世で受 け られ な く

とも、忠 実 に生活 して、主の戒 め を能 力の最善 を尽 く して

守 ろ うと努 めたな らば、失 うものは何 もな いであ ろう。そ

の ような人 は与え られ うるすべ ての祝 福を受 ける。 この 世
も

が終 わ り、完 き生活 がや って きた ときに、主 は彼に完 き を

償 って下 さるで あろう。主 はふ さわ しい人 をひ と りも見過

ζ しには されず、彼 に……与 え られ うるすべ ての もの を与

えて下 さるで あろう。(Doo〃 伽03(ゾ3α1θ αガ伽 「救 いの

教義」2：176-177)

ヒ ーバ ーが静 かに本 を閉 じた とき、 ヒーバ ーの最後 の言

葉を聞 くまで もな く、私の 心は平安 で した。

あの ような気持 にな ったの は、後 に も先 に もあの と きだ

けです 。朝 日が昇 って暖か な陽の光 がだ んだん世界 を染 め、.

や が て一 点の雲 もない空 い っぱ いに陽が満 ちてい くような

穏 やかな平安 で した。

私 た ちは、 自分た ちの結婚 が永遠 で完全 に向か って一緒

に成長 す るの だとい うこと を知 ってい ま した。 「わが父の

もて るすべて は彼に与 え らるべ し」(教 義 と聖約84：38)

と い うことを知 って、主 を信頼 してその ような時 が必ず来

ることを信 じよ うと誓 い合い ま した。 それで もまだ疑問 は

あ ります。 でもその答 え もあるはずです 。 「その 間、私 た

ちは何 を していた らよいので しょうか。 」夫 の言葉 の中 に

答 えが ありま した。 「人生の最 も貴 い目的 は、他の 人の生

活 を幸せに しようと努 め ることです」 と。

いつか らそ うな ったのか は思 い出せ ませんが 、いつの ま

にか私 たちの 家庭は近所 の方 た ちの活動の 中心 にな ってい

ま した。我 家には いつ もお客様 が来 ま した。大 人 も子供 も、

「ク ッキーひ とつ お相 伴 したいわ」 を口実に 、訪問 して下

さい ま した。 ヒーバ ーが家 にいる と喜 ばれ て、彼は いつ も

時間 をとって皆 さんの お話 を聞 き、 自分 も楽 しんで 、助言
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を した りしま した。

その報 いは いろい ろ思 いが けないと きに や って きま した。

あ ると きは 八百屋 さんの 店先で 、店員 さんが もの を包ん で

くれ て、 自分か ら、 「お宅 の ご主 人に は相談 に乗 ってい た

だ いて。 いい方です ね」 と言 うの です。

また、 あるお母 さんが ヒーバーに こん な感謝 の お手紙 を

下 さ った こと もあ ります。 「息子に お話 下 さ って あ りが と

うご ざい ま した。 おかげで あれか らす っか り変わ りま した。

お父 さん な しでは い られ なか った息子 が 、今 では伝道 に出

るのだ と決 心 して います。 お忙 しいの に息子 と お話 して下

さったこと、本当 にあ りが と うござい ま した。」

ある 日、ひ と りの 少年が友 だ ちに促 され て、 ドアの所 に

いた私の わき を通 って台所 に入 って きま した。その子 が私

に、 「だれで も来 てい いんだ って 、ブ ラ ッ ドレーが 言 うか

ら」 と言 って いる間に、経験 ず みの友 だちは ク ッキーの引

出 しをい っぱいにあ けてどれに しようか と選んで います。

私 は笑 いをか み殺 しなが ら、 「そう、 その 通 りよ」 と答 え

ま した。私は 、ふた りが真 剣に クッキ ーを選ぶの を見 てい

ま した。 かわい い食い しんぼ さん た ちは、宝物 をこわ きに

飛 び出 して行 きま した。後 ろ姿を 見送 る私の心 は喜 びに満

た され ていま した。

その 頃、小 さな奇 跡 が起 き始 めてい たの です。 「われ は

人 を謙 遜 にす るために人 に弱点 を与 うれ ど、すべ てわが前

にへ りくだ る者 には充分 わが恵 み を授 くるに よ り、かれ ら

がわが 前にへ りくだ りわれ を信 ず る時 にはその弱 きを強 き

・に変 えん。」(イ テル12：27)か な わ ない もの と思 っている

祝福が 、ただ後 に延ば されて いるだ けの ことが あ ります。

また、 とて も重 大な ことあ ときには それが神様 に もっと近

くな り、心 と心が しっか り結 ばれ るよ うにす るた めの手 段

である場合 もあるの です。 「見 よ、わた しは世 の終 りまで、

いつ もあ なたがた と共 にい るので ある」(マ タイ28：20)と

の 言葉 通 り、主は私 たち と共 にお られ るので すか ら。

何年かがす ぐに過 ぎま した 。友人の 息子 さんや娘 さんた

ちが 伝道に出.た り、神 殿結婚 を計画 した りす るの を、一緒

に な って喜 びま した。 やが て、ま もな く孫が生 まれ るとい

う人た ちの うきうき した気持 も一緒 に味わ いま した 。私が

せ つな い望 み を感 じるた びに 、 ヒーバ ーは慰 め、元気づ け

て くれ ま した。

その歳月に・私たちは成長という準 歩の機会 を数限 りな

く祝福されてきました。隣人や若 い人やお年寄のために働

き、人生の賜を喜ぶ機会を。そして、あらゆる良いものの
'中に神様の力があることがわかるようにな りました。

ある年の母の 日の次の週のことです。届いた手紙をえり

わけていると、1通 の差出 し人に目が止まり、もう1通 も

「私の娘 た ちの ひと り」か らだ ったので とて もうれ しくな

りま した。その よ うな手紙 はたい てい、赤 ち ゃんの誕 生と

か大 きな出来事の 通知なの ですが 、その手紙 の中身 は違 っ

て いま した。 それは、久 しく忘 れてい た祈 りの答 えの よう

で した。

「母 の 日の き ょう、私 が考 えてい ること をぜ ひお便 り し

た いと思い ま した。私が小 さか った頃、母の 日に ワー ド部

で花 を配 ったときの こと を覚 えています 。とて も思 い出深

い経 験で した。いつか 自分 もあんなふ うに して立 って、 お

母 さん たちと一 緒に讃 え られ たいと思い ま した。96歳 のか

よ わい けれ どとて もやさ しい 祖 母 の ことを思 うと、 母の

日は 自分に とって特別な もの の ように思え ま した。私 は 自

分の母 の犠 牲 と愛 や、いつ も話 を聞 いて くれ る義 理の母の

ことを考 え ま した。今私の腕の 中に は、私 を信頼 しきって

笑顔 をふ りまいている小 さな娘 が います。

で も、私 は直接の母 た ちだけでな く、 もうひと り、私の

人生 を変 えた、母の ようにいつ も愛 し、尊敬 して いる美 し

い人の ことも思 い出 しま した。 あなたの ことを考 えるだけ

で 、 自分が愛情深 くな り、天の お父様 の導 きが必要 なとき

に ひ ざまず く気 にな ったことが どれ だ けあった ことか 、知

っていただ けた らと思い ます。」

手紙 を読む うちに泣 けてきて、 も うペー ジが.見えな くな

りま した。涙が ほお を伝 うままに 、その と き私 は ジム やカ

レンやベ ッキー 、ポール 、マー ク、 ミンデ ィー、 ワンダ、

その ほか心 か ら愛 してい る大切 な大勢の 人た ちにお手伝い

をす る特権 のあ った こと を考 えてい ま した。知 らず知 らず

祈 りが 口をついて出 ま した。1「あ りが と うございます、愛

す る神様。 いや しい しもべ たちをみ手の器 と してお使い下

さい ま した。rお 言葉 どお りこの身に成 ります よ うに』」

(ル カ1：38)

私 は涙 をぬ ぐって手紙 の先 を読 み続 けま した。

「私は あなたの ことを心か ら愛 してい ます。 そ して、あ

なたが主の みたまに いつ も導か れて、 まわ りの人 た ちを祝

福 し続 けられ る ように と、祈 っています。

あなたは私 のお母 さんの ようです。

キ ヤシー よ り」

(ア ーデス ・G・ カ ップ 主婦 、若い女性 中央管 理会会

員 、バ ウンテフル ・ユ タ中央ス テーキ部バ ウンテフル第29

ワ ー ド部所属)
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鍮漁織撫継
鎌 馨ンζ娘 、 ，.・ き{パ 、 ， 躍

ス ヘ ンサ ー ・J・ コ ンァ ィ ー

私たちはどうしたら、心から罪の汚 「もし人われに来 らば、われは彼に

れを取 り除 けるのだろうか。主は予言 その弱点を認めさせん。見よ、われは

者イザヤを通 して、私たちにこう約束 人を謙遜にするために人に弱点を与う

された。 「たといあなたがたの罪は緋 れど、すべてわが前にへ りくだる者に
ゼ

の よ うであ って も、雪の よ うに 白 くな は充 分わが恵 み を授 くるに よ り、かれ

るの だ。紅の ように赤 くて も、羊 の毛 らがわが前 にへ りくだ りわれ を信 ず る

の ようにな るの だ。」(イ ザヤ1：18)時 に はその弱 きを強 きに変 えん。」)

私 た ちの しみに汚れ た霊 が再 び清 く(イ テル12：27)

され 、心の有様 が主の 目に喜ば しい も アルマは主の お陰 で、罪に汚 れた心
ロめ

のとなる 、とい う主の言葉 は、 いかに を清 める ことがで きた 。

慰め多いことであろうか。私たちが主 戸 「しか し私がこのように責め苦 しめ

のみ言葉に従って清めを受けることが られ、すでに犯 した多くの罪を思い起

できるように、主はこの末 白に次の よ して非常に良心に責められていたとき、

うに語っておられる。 一神の子であるイエス ・キ リス トと言う

「簸 主なる盈 れは罪を見て お方が・世の人の罪を贋 うためにこの
いささかもこれを許すを得ざれ1甥潔 世へ来 りたもうと言うことを、私の父

ミ1旗 、薪 コAだ が前に人民に予言 をしたことを思い出

う者は赦されん。」(教 義と聖約1： した。そしてこれを思い出 したとき、へ
31、32)私 は心の中で 『包 鯉一

主は私たちが罪に染まらずに霊 と体 遠の死の1鎖瓜 しば二屈一 ま

を清 く保つように望んでおられる。主 されてい'・'』 と嘆願 を

は地上の両親と同 じように、私たちが した。このように心の中で願うと、ご

皆、時には心にしみを残す行ないの誘 らん、私はもう少 しも苦痛を覚えず、

惑を受けることを承知 しており、次の 再び自分の罪を思い出 して苦 しむこと

ように私たちに言っておられる。 悔 もなかった。ああ、この時私の感 じた

珂 斗 なたがたの会った試練で・世の常でな 喜びと・私が見た驚くべき光とはいか
に も大 きか った。 まことに、私 は この糟 こψ い ものはない。神 は真実で ある。 あな

時前 に感 じた苦痛 に ひと しい ほどの 喜

びに満 ちたのであも 」(ア ルマ36・

17-20)

聖 典 の中の 主の勧 めに従い さえすれ

ば、・完全 な赦 しの光 と喜 びは自分 の も

の となる。主 は 「へ りくだる心 ど い

たがたを耐え られ ない ような試 練に 会

わせる ことはないばか りか 、試練 と同

時に、それに耐 え られる ように、の が

れる道も備えて下 さるのである名」 一

サタンの誘惑は決して耐えら九 ない

ほどに大きくはないと約束 されている。

しかしながら私たちは、自分の中にあ

る種の誘惑に対抗する力がないことを

ひとりで憂えたり、時には落胆 したり

することがある。しか し主が予言者モ

ロナイに語られたように、私たちの弱

さはある賢明な目的のために与えられ

ているのである。
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一
∠玉

ζ漁 漁 幽 る。私 たちは アルマ

の よ うに 、赦 しを主 に乞 い願 わな けれ

ばな らな い。悔い改 めの4原 則は、(1)

認 め る、(2)悔 い る、(3)償 う、(4)義

に 立 ち返 る ことであ る。赦 しには、相

手の人に、あるいはもっと重大な罪の

場合には監督に罪を告 白することも含

まれる。悲 しいことには多くの若者が、

(同様に大人も)、 悔い改めてアルマ

が経験 したような光明と清 らかな気持

を享受することをむずか しいことだと

思っている。

若い人たちはよく「鋤
一 度 毘'〉 な 僧"・7か

。

私の心は何によって清められ 〉」

と尋ね る。その第 一歩 と して 、簡単 な

β・たつの ことを提案 した いと思 う。

● 、真心から正直に、
玉 ノ』ゴ"

、 〉

神のみ座に達するまで祈 り綺 ける。ア

ルマの場合には、それに3日3晩 かか

ったロイノスは丸一昼夜主を呼び求め

て、罪が赦されたという確信を主から

得た。

祈 りの長さはさして重要ではない。

大切なのは、神との交わりである。私　
たちは形式的な祈 りしか教えていない

宗教をうんぬんしなが ら、それと同 じ

空虚な祈 りの繰 り返 しに陥っているこ

とがある。 かに祈 りが聞かれている、

思 い 涌 ム ってい 心に 認で

きゑま：璽i鱒 ・

◎L騒 祈りの言葉を発し七
いながら実は祈 りをしていないことが

あ る。また祈 りにも断食にも神と交わ

るだけの時間をかけていない場合があ

る。断食恵飯 鷺瓢 一

一 て

膨 ある。そうしてこそ、私たち

は完全な者となる道を歩み始め、主の

目にかなう清めを受けて、アルマのよ

うに圧倒されるような喜びを経験でき

るのである。
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南太平洋地域総大会

を終 えて

南太平 洋に住 む教会員 に とって、2月 か ら3月 にか けて

の16日 間 ほど満 た され た日々 はなか った ことだろ う。 スペ

ンサ ー ・W・ キ ンボ ール大 管長 をは じめ 、他 の教会 幹部 を

迎 えての 地域総大会 がサ モ ア、 ニュー ジー ラン ド、 フ ィジ

ー、 トンガ、 タ ヒチ、 そ してオ ース トラ リアの メルボル ン、

シ ドニ ー、ブ リスベ ー ンの各地 で開か れたの であ る。

キ ンボール大管長 に同行 した教会 幹部 は、N・ エ ル ドン

・タナ ー第 一副管長 、十二使 徒評議員 会会員 の ブルース ・

R・ マ ッコンキ ー長老 、デ ビ ッ ド・B・ ヘ イ ト長老 、十二

使徒 評議員会 補助か らは マ リオ ン ・D・ ハ ンクス長老 、ウ

ィ リアム ・H・ ベ ネ ッ ト長老 、 ロバ ー ト ・L・ シ ンプソ ン

長老 、 ロバ ー ト ・D・ ヘ イルズ長老 、管 理監督 会の ビ クタ

ー ・L・ ブ ラウ ン監督
、七十人 最高 評議員会会 長の ロー レ

ン ・C・ ダ ン長 老 である。

この一連の地 域総大会 の幕明 けは、2月15日 、アメ リカ領

サモ アのパ ゴパ ゴで あ った。西 サモ アのペ セガ で開か れる

大会 に出席 できない会員 の ために特別大会 が開 かれ たの で

あ る。 この会 には1000名 も の会員 が集 った。

翌 日、大 会は西 サモ アへ と移 った。聖徒 た ちは よい天気

にな るよ うに と断 食 して祈 った。 その結果 、一週 間 も続 い

た暴風雨 はぴ た りと止み、大会 当 日の空 はきれい に晴れ上

が って いた。

キ ンボ ール大管長 とその一行 はウポル島のペ セガ に到着

する と、西 サモ アの大統 領 、首相 、 その他サ モ アの主 だ っ

た教 会指導者 の歓迎 を受 けた。 会 員 、 非教会員 を含めた

5，000人以 上の群衆 の前で、 キ ンボ ール大管長 に敬意 を表 し
ま

て厳粛なカバの儀式が行なわれた。このカバの儀式は賓客

高官に贈る、サモアで最高の敬意を示すものである。

儀式が終わると、祝宴が催され、数々の贈物が渡された。

その日は各ステーキ部の会員たちの演 じる文化プログラム

で終わった。

教会幹部は大会の中で、サモアにいる130人 の宣教師の

うち80パ ーセ ント以上が地元出身者で占められていること

は大変喜ばレいことだと口々に述べていた。キ ンボール大

管長は系図と伝道を行なうことが、地元に神殿を建てるう

えで欠 くことのできない準備になると、その大切 さを強調

していた。また、ポ リネシア人はニーファイ人ハゴツの子

孫であ り、イスラエルの集合の大切 な役割 を果たすめはす

べての宣教師であると語った。

また、'キンボール大管長は、サモ アの会員たちが非常に

高い神殿結婚率(70パ ーセン ト)を 示 していることを賞賛

した・ また、さらに地元でその業に励むよ う強調 しそ 、 次

のように語った， 「この大会 を契機に、サモアでは教会の

どの部分においても霊性が怒涛のようた高まってこなけれ

ばならない。そうでなければ、恐 らく私たちがこの地を訪

れたことは無駄に思えて くるだろう。」

予言者と他の教会幹部はサモアを後にすると、次の大会

開催国ニュージーランドのオー クラン ドに向かった。そこ

でキ ンボール大管長は昼食会を催 し、ニュージラン ドの首

相を招待 した。それから、一行は大会の開かれるハ ミル ト

ンを訪れた。

キ ンボール大管長 と姉妹が軽い風邪で休息をとつたため、

伝統的なマオ リの歓迎の儀式には、代わってタナー副管長

と他の教会幹部力沖 席 した。緑色 の石棒を持ったひとりの

兵士 が タナー副管長の前 に進 み出て、伝統 的 な戦 いの しぐ

さを見せ 、歓迎 の儀式 に移 った。

その夜 、3000人 の 人 々に よって、マ オ リ ・ポ リネ シア文

化の プログ ラムが繰 り広げ られ た。 続い て、土曜 日と日曜

日に は一 般大会 が開 かれ た。

当時 、ニ ュージー ラ ン ドは48年 振 りに雨の 多い夏 であっ

たに もかかわ らず 、大会開催 中は好 天 に恵 まれ、 彼 らに と

って これほどの祝福 はなか った。 とい うの も、一般 大会 は

チ ャー チ ・カ レッジの屋 外競技場 で開 かれ ることにな って

いたか らである。大会の 出席者 数は16 ，000名 に も上 った。

この あわ ただ しい大会の 次の開催 地 は、フ ィジー の スパ

で あった。 そ こでは800人 の 会員 が集 まったが 、 中には

1，200キロ も離 れ たニュー カ レ ドニア島か ら遠路 やってきた

会 員 もいた。

2月23日 、 月曜 日、教会幹 部 はわずか6時 間の うちに歓

迎会 、文化 プ ログ ラム、 そ して一般大 会 を終 え、一 夜 を過

ごすと翌 日は トンガに向 けて飛 び立 たな けれ ばな らなかっ

た。

教 会幹部 がフ ィジーに滞在 した期間 は短かか ったが、大

会 の雰囲気 は末 永 く会員 た ちの 間に留 まる ことで あ ろう。

数多 くの人 々の気持を表わ して、あ る会員 は こう述べて

いる。 「私は本 当に証 を強あ ることがで きま した。今 まで

以上 に福音を 実践 し、 主 の ため に働 か なければ と感 じてい

ます 。」

どの地 を訪れ て も同 じであ るが、 トンガで も教会幹部 は

会員 た ちの熱狂 的な歓迎 を受 けた。空 港で は、音楽隊 と200

名 以 上 の踊 り子 た ちの歓迎 を受 け、伝 道本 部で は、伝道 的

な カバ(カ ワカ ワ)の 儀式 が行 なわれ、一頭 の大 きな豚 が

贈 られた。

キ ンボール大管長 、 タナ ー副管長 、 シ ンプソ ン長老 、お
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よびデ ビ ッド ・ゲネデ ィー兄弟 は首 相兼摂政 皇太子 の フ ァ

タエ ヒ ・ツイペ レハケ皇太子 殿下 と公式会見 した。(当 日 、

国王 タウフ ァアハ ウ ・ツポ ウ4世 は家族 と共 に外遊 中であ

っ た。)

その 日の夕方 、キ ンボ ール大 管長 と他 の教会 幹部 は盛大

な トンガ式夕食会 に招待 された。 そ こに は180頭 余 りの

豚の丸 焼 きが並べ られていた。文 化 プロ グラムで は、1000

名 を越 え る会員 たちの踊 りが披 露 され た。大会 前 日か ら降

り続 いた雨 で雨 量 は300ミ リに も達 し、舞 台 とな ったラグ

ビー場 はひ どい鈎かるみ にな って いたが踊 りは熱心に繰 り

広 げ られたのであ った 。

大会で、 トンガの 会員 たちは教会幹部や地元の神 権 指 導

者か ら数 々の霊感 あふ れるメ ッセー ジを耳 に した。 キ ンボ

ール大管長 は トンガ人 は トンガ に留 まって、 この地 に シオ

ンの花 を咲 .かせ るように と激励 し、 「トンガは シオ ンで あ

る」 と語 った。 また 、 トンガか ら数 多 くの宣教 師が出 てい

ることを賞 賛 し、 さ らに一層の 努力 をす るよ うに と励 ま し

た。

オース トラ リアの大会 は、 シ ドニー、 ブ リスベ ー ン、 メ

ルボル ンの3箇 所 で開か れた。 シ ドニーの会場 は美 しい シ

ドニー ・オペ ラ ・ハ ウスで あった。 この オペ ラ ・ハ ウス は

1851年 、 オース トラ リアに初めてモルモ ンの宣教師が上陸

した地点の す ぐ近 くにあ る。

日曜 日の 大会午前 の部 は、10局 の テ レビ局か ら、 オース

トラ リア全国に放 映 された。 その時 、キ ンボール大管長 は

予言 者の特質 について次の よ うに語 って いる。

「主の予言者た るに、あ らゆ る面 に秀で てい る必要 はな

い。また、若 々 しい スポー ツマ ンで あること も実業家 や資

本家で ある必要 もない。…… 主 は弱 い者 を強 くし、神の メ

ッセー ジを伝 え られ る。モ ーセの ごとく、静かで小 心な者

の声 を強 くし、若 いエ ノクには人 々が 身震 いす るほ どの 力

を与 え られた。 なぜな ら、エ ノクは神 と共に歩 いてい たか

らである。……

世 が必 要 と してい る予言者 とは、清 く揺 る ぎない信仰 と

汚 れない 名前 を持 った最愛 の夫、真 の父親 であ り、神 の よ

うな属性 を具 えた指導者 で ある。 」

日曜 日の朝 の放映に備 え、宣教 師や会員 た ちは10万 人以

上の友人 、 隣人に、 テ レビを視聴す るよ うパ ンフレ ッ トを

配 った。放 映が終わ ると、何百 通 もの手紙 が寄せ られ、 そ

の中の ある視聴者の手紙 に はこ う書か れて いた。 「これ ほ

ど素晴 ら しい経験 を した ことはあ りませ ん。」

また、別の手紙 に は、 「この霊感 に満 ちたテ レビ番組 を

見て、私の心 は神 と隣人 への愛 で一 杯にな りま した 」と書

かれて いた。

日曜 日午前の部の大会 が開か れてい るとき、オペ ラ ・ハ

ゥスの会場 に入 れない人 々のため に、大会 をテ レビ放映 し

ているホールに、 ひと りの老婦 人が現 われて こ う尋 ねた。

「私 も中に入 って よろ しいで しょうか。 」す ぐに、案内係

は彼女 を席 に案内 した。大会が終 わ ると、彼女 は案 内係に

向か って こう言 った。 「あ りが たい ことです。私 は これ を
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81年 間 も捜 し続 けてい たんです よ。」 そ して 自分 の家の近

くにあ る教会 の住 所 を尋 ねてい た。

さて、最後 の大会開催地 はタ ヒチで ある。大会 は3月1

日 と2日 の2日 間に わた って開 かれた。 オー ス トラ リアで ，

は行動 を別 に してい た教会 幹部 た ちは こ こで再 び合流す る

こと となった。

タヒチで も同様 に、会員 たちはキ ンボール大管長 に大 き

な愛 を示 した。 数々の贈 物が出 され、歓迎 の歌 と踊 りが披

露 された。 、

予 言者 もまた人々に愛 を示 した。 タ ヒチで も彼 は 「私 た

ちは皆 さん を愛 してい ます」 と繰 り返 し述 べて いた。 その

よ うな愛の精神 があふ れる中 で、キ ンボール大管 長 は会員

た ちに向かって次 のよ うな勧告を与え た。 丁 福 音 は万民 の

ための もの である。 タ ヒチの人 々に とって、 この美 しい島

こそ シオンである。聖徒 の集合 はあ なた方の ためで あ り、

私のためで もある。私 たち1ま隣人に この福音 の真 の価値を

知 らせるため に、忙 しく忙 しくか け回 らなければな らな い。

この 大切 なチ ヤ レンジを決 してお ざな りに しない ように し

ていた だきたい。

あなた方 が子 供 たち一 人一人 を天 父の ようにな るよ う育

てる ときに、主 の みたまが豊か に注が れる よ うに。」

教会幹部の伝 え るメ ッセ ージ を聞 いたの は、 タヒチに住

む会 員 たちだ けで はない。火曜 日の朝 、キ ンボール大管長

一行 は タ ヒチの 新行政 官チ ヤールズ ・シュ ミッ ト氏 を訪 問

した。 シュ ミッ ト氏 は直 ちに午後 の スケ ジュ ール を調整 し、

大会 の最後の 部に出席 した。 そ して 「私 た ちはあ らゆる時

代 を通 じて最 大の メ ッセー ジを携 え ている」 と述 べたマ ッ

コ ンキ ー長老 の言葉 を聞 き、 また簡潔 に、 しか も力強 く、

イエス ・キ リス トの 福音の回復 について詳 しく説明 した説

教 を耳に したの で ある。

大 会 を閉 じるに当 たってキ ンボーノど大管 長 は聖徒 たちに

こう繰 り返 した。 「私 た ちはこの業 に真 剣に取 り組 む もの

である。今 まで耳 に して きた ことは、 あなた方 にと って非

常 に大切 な ことで ある。それ を 自分の生活 の中 で実 行 して 層

いただ きたい。 これで大会 を閉 じな けれ ばな らないとい う

の はとて も耐 え難 い心境 であ る。」

それか ら、 タ ヒチの聖 徒 たちの思い を託 した別れの歌が

歌 われ る中 を、教会幹部 は立 ち上が った。今 まで、 どの大

会 で もこれ と同 じ光景 が繰 り返 されて きた。

キ ンボ ール大 管長 は会 員 たちに手 を振 って いた。近 くに

立 って歌 ってい る人 々の顔 、小刻 みに震 え る唇、涙で潤 ん

だ目 を じっと見て いた。

それか らキ ンボール大管 長 は愛 する会員 た ちの と ころに

ゆっ くり近 づいて行 った。

※カバ ： カバ(カ ワカワ)の 木 の根 を乾燥 させ、粉末 状

に した もの を水 にといて作 った飲 み物 。厳粛 な カバの儀

式 では、 カバの椀 、緑色の カバの根 、マ ッ ト、その他 豚

の丸焼 きな どの贈 物と共 に、尊称の 授与が行 なわれ る。
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汝ら＼われと同じ業に働く僕らよ。救世主の

御二名によりて.わ れ汝:らにアロンの神権を授く。

こは天使の導きと恵み＼侮改めの福音＼罪を赦

すために水に沈むるバプテスマなどの鍵を握る

神権にして､ま ことにレビの子孫が主の御前に

再び義しきに適いて捧物を捧ぐる時まで＼この

世より決 して再び取り去らるることなし6

(教 義と聖約13章)

正にアロンの如く召 して聖職の按手任命を受

けしめんがために.汝 らわが僕たち.ジ ョセフ

･ス ミス(二 代[ヨ)と オリヴァ･カ ウドリを汝『

らが受けたる小神権に按手任命するためわが遣

わしたるかのヨハネと共に飲み＼･

(教 義と聖約27章8節)
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